
特 
集　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

つ
な
が
る

NOVEMBER 2011 No.38 ● 11



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEmail）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEmailでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）

しろ  か
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い
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（A

ssociation 
of South East A

sian N
ations

：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
１
９
６
７
年
、
域
内
の
経

済
成
長
と
社
会
・
文
化
的
発
展
の
促
進
、
政

治
・
経
済
的
安
定
の
確
保
、
域
内
諸
問
題
の

解
決
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
。
発
足
時
の

加
盟
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
５
カ

国
。
そ
の
後
、ブ
ル
ネ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
加
盟
し
、
現

在
は
10
カ
国
に
ま
で
そ
の
数
を
増
や
し
て
い

る
。
人
口
規
模
で
見
る
と
世
界
最
大
の
地
域

経
済
統
合
体
。
国
連
の
発
表
で
は
、
２
０
５

０
年
に
は
世
界
人
口
の
約
８
％
（
７
億
５
０

０
０
万
人
）
を
占
め
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
今
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
て
い
る
。
08
年
12

月
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
発
行
に
伴
い
地
域
機

構
と
し
て
歩
む
こ
と
を
決
定
。
２
０
１
５
年

ま
で
に
関
税
な
ど
の
経
済
的
な
規
制
を
取
り

払
い
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
そ
の

た
め
に
は
、加
盟
10
カ
国
の
さ
ら
な
る
〝
連
結
〞

が
必
要
―
。
そ
こ
で
昨
年
10
月
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
一
つ
の
地
域
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
、
第
17
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
打

ち
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
運
輸
交
通
、
情

報
通
信
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
「
物
理
的
な

連
結
」、
貿
易
、
投
資
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化

な
ど
を
進
め
る
た
め
の
「
制
度
的
な
連
結
」、

観
光
や
教
育
、
文
化
な
ど
に
お
け
る
「
人
と

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
時
、
国
境
を
越

え
て
も
同
じ
通
貨
が
使
え
る
こ
と
に
驚
い
た

人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
、
そ
れ
は
２

０
０
２
年
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
取
り
決

め
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
ユ
ー
ロ
。
23
カ
国
で

採
用
さ
れ
て
い
る
共
通
通
貨
は
、
自
由
な
資

本
の
移
動
を
可
能
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経

済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
世
界
で
は
、Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
地
域
が
一
つ
の

枠
組
み
を
構
成
し
、
経
済
成
長
を
促
進
す
る

た
め
の
連
携
が
図
ら
れ
て
き
た
。
北
米
で
い

う
と
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）、

そ
し
て
近
年
、
著
し
い
成
長
が
注
目
さ
れ
て

地
域
連
携
で

経
済
成
長
を
目
指
す
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■日本の対ASEAN貿易額の推移
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VIET NAM つ
な
が
る

近
年
、新
興
市
場
と
し
て
注
目
が
高
ま
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
A
S
E
A
N
）。

2
0
1
5
年
に
は
、さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し「
A
S
E
A
N
共
同
体
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、加
盟
10
カ
国
の「
連
結
性
」の
強
化
だ
。

日
本
と
も
長
年
に
わ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
つ
な
が
っ
て
き
た
A
S
E
A
N
諸
国
。

A
S
E
A
N
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
今
、日
本
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。



人
の
連
結
」
の
３
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

15
の
優
先
事
業
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
地
理
的
に
見
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
身
近
な

存
在
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
。
年
間
の
旅
行
者
数

は
３
０
０
万
人
以
上
、
在
留
邦
人
数
も
10
万
人

を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
企

業
の
主
な
進
出
先
に
も
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数

は
７
０
０
０
社
に
達
す
る
。
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
貿

易
の
シ
ェ
ア
も
年
々
上
昇
し
て
お
り
（
５
ペ
ー

ジ
の
グ
ラ
フ
参
照
）、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

関
係
は
深
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
を
通
じ
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

支
援
を
続
け
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
（
６
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ

参
照
）。
し
か
し
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
ご

と
に
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
〝
地
域
〞
と
し
て
と
ら
え

て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
、
国
際
社
会

に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
の
経
済
的
・
外

交
的
な
影
響
力
の
拡
大
を
受
け
て
、
今
後
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
一
つ
の
地
域
と
し
て
考
え
、
共
に

協
力
・
成
長
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
歩
ん
で

い
く
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
２
０
１
５
年
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
」
の
設
立
を
支
援
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
二
国
間
協
力
と
並
行
し
て
、〝
連

結
性
の
強
化
〞
を
意
識
し
た
地
域
協
力
に
着
手

し
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
、
国
境
を
越
え
た
道

路
や
橋
の
整
備
を
通
じ
た
陸
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
（
8
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
な
ど
の
海
運
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
（
12
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）
だ
。
さ
ら
に
長
年
に
わ
た

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ
の
協
力
で
培
っ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
大
学
や
各
セ
ク
タ

ー
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
防
災

や
気
候
変
動
対
策
、
対
外
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
の
構
築
に
向
け
た
支
援
な
ど
に
も
力
を

入
れ
る
。
ま
た
民
主
化
へ
の
兆
し
が
見
え
始

め
、
新
た
な
開
発
の
可
能
性
を
有
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
の
本
格
的
な
支
援
再
開
に
対
し
て

は
、
日
本
企
業
か
ら
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い

る
（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。　

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
域
内
の
連

結
性
、
さ
ら
に
は 

〝
一
つ
の
地
域
〞
と
し
て
日

本
と
の
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

市
場
に
お
け
る
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
連
結
性
強
化
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
支
援

の
効
率
化
、
投
資
促
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
リ
ン
・
ピ
ッ
ス
ワ
ン
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務

総
長
も
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
可
能
性
は
無
限
。

こ
れ
か
ら
は
日
本
と
も
支
援
す
る
側
・
さ
れ

る
側
で
は
な
く
、
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
強
調
。
11
月

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
で
「
第
14
回
日
・

A
S
E
A
N
首
脳
会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
２
０
５
０
年
に
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
52
％

（
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
：
A
S
I
A
2
0
5
0
）

を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
。Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
統
合
が
実
現
し
、
さ
ら
に
日
本
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
「
一
体
化
」
し
て
い
け
ば
、
国

際
社
会
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
存
在
感
の
確
立

に
も
つ
な
が
る
―
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
誕

生
は
今
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。 
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首都：ジャカルタ
面積：189万㎢
人口：2 億 3,700 万人
言語：インドネシア語
宗教：イスラム教、キリスト教、ヒンズー教、仏教、
儒教など
主要産業：鉱業、農業、工業
1人当たり国内総生産（GDP）：2,970ドル
実質GDP成長率（2010 年）：6.1%
ASEAN 加盟年：1967年

参考：外務省ホームページ、IMF 発表 「World Economic Outlook Database, September 2011」（1人当たりGDP、実質 GDP成長率は推計値含む）。

インドネシア

水力発電（Ghw）

61.5％

36.4％

鉄道（km）

首都：なし
面積：710 ㎢
人口：500万人
言語：マレー語、英語、中国語、タミール語
宗教：仏教、イスラム教、キリスト教、道教、ヒンズー教
主要産業：製造業、商業、ビジネスサービス業、運輸・通信業、金融サービス業
1人当たり国内総生産（GDP）：4万 3,100ドル
実質GDP成長率（2010 年）：14.4%
ASEAN 加盟年：1967年

首都：バンコク
面積：51万㎢
人口：6,300 万人
言語：タイ語
宗教：仏教、イスラム教
主要産業：農業、製造業
1人当たり国内総生産（GDP）：5,000ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.7%
ASEAN 加盟年：1967年

空港（旅客人数）

75.8％

22.1％

鉄道（km）

首都：マニラ
面積：30万㎢
人口：9,400 万人
言語：フィリピノ語、英語
宗教：キリスト教、イスラム教
主要産業：農林水産業
1人当たり国内総生産（GDP）：2,120 ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.6%
ASEAN 加盟年：1967年

再生可能エネルギー（Ghw）

29.1％

51.1％

鉄道（km）

首都：バンダルスリブガワン
面積：5,800 ㎢
人口：40万人
言語：マレー語、英語、中国語
宗教：イスラム教、キリスト教、仏教など
主要産業：石油・天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：2 万 9,600ドル
実質GDP成長率（2010 年）：2.5%
ASEAN 加盟年：1984 年

首都：ハノイ
面積：33 万㎢
人口：8,800 万人
言語：ベトナム語
宗教：仏教、キリスト教、カオダイ教など
主要産業：農林水産業、鉱業、軽工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,100ドル
実質GDP成長率（2010 年）：6.7%
ASEAN 加盟年：1995 年

空港（旅客人数）

84.8％

36.5％

火力発電（Ghw）

首都：ネーピードー
面積：68万㎢
人口：6,100 万人
言語：ミャンマー語
宗教：仏教、キリスト教、回教など
主要産業：農業
1人当たり国内総生産（GDP）：740ドル
実質GDP成長率（2010 年）：5.4%
ASEAN 加盟年：1997年

水力発電（Ghw）

44.6％

45.1％

空港（旅客人数）

首都：ビエンチャン
面積：24万㎢
人口：640万人
言語：ラオス語
宗教：仏教
主要産業：サービス業、農業、工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,000ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.9%
ASEAN 加盟年：1997年

水力発電（Ghw）

34.7％

22.53％

送電線（km）

首都：プノンペン
面積：18万㎢
人口：1,400 万人
言語：カンボジア語
宗教：仏教、イスラム教
主要産業：観光・サービス業、農業、鉱工業
1人当たり国内総生産（GDP）：810ドル
実質GDP成長率（2010 年）：6.0%
ASEAN 加盟年：1999 年

港湾（コンテナ貨物量）

72.8％

21.9％

送電線（km）

■ASEANの加盟国情報  ［円グラフは各国でのJICAの貢献度：主要セクターで円借款・無償資金協力により整備された割合（JICA調べ）］

ラオス

タイフィリピン

ミャンマー

ベトナムカンボジア

シンガポールブルネイ

首都：クアラルンプール
面積：33 万㎢
人口：2,800 万人
言語：マレー語、中国語、タミール語、英語
宗教：イスラム教、仏教、儒教、ヒンドゥー教 、
キリスト教、原住民信仰
主要産業：製造業、農林業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：8,400ドル
実質GDP成長率（2010 年）：7.1%
ASEAN 加盟年：1967年

空港（旅客人数）

61.7％

52.9％

水力発電（Ghw）

マレーシア
域内の格差是正に取り組む　       in Laos

　ASEANで常に課題として挙がるのが、先発ASEAN（シン
ガポール、マレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、ブルネイ）
と後発ASEAN（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム：
CLMV）の格差是正。一つの地域として足並みをそろえて発
展すべく、ASEAN事務局はこれまで研修やセミナーなどを通
じて、CLMVの発展のための支援を行ってきた。しかし、国境
を接するとはいえ、社会的・文化的背景、開発の進捗や課題
が大きく異なる4カ国。一括した支援だけでは、十分な成果が
得られていなかった。
　そこで今、新たにJICAとASEANが協働で取り組むのが、
各国のニーズを踏まえた個別の支援アプローチ。まずはラオ
スをパイロット国として、2010年10月から「JICA-ASEAN連
携ラオス・パイロット・プロジェクト（LPP）」が進行中だ。対象
分野はラオスの国家計画を踏まえ、観光振興、安全・安心な
農産物振興、環境管理の3つを設定。ASEANが域内の開
発で培ってきたリソースとJICAのノウハウを組み合わせ、各分
野の課題に即したプロジェクトが実施されている。

LPPの一環として、首都ビエンチャンで官民協働による観光案内
がスタート。市内のホテルや旅行代理店など12カ所でサービスが
提供されている

地域一体で防災対策
　地震や洪水、台風など災害に多く見舞われるASEAN地
域。2004年のスマトラ沖地震・インドネシア大津波では、域
内全土に甚大な被害が及んだ。このように国境を越えて発生
する自然災害に対処するため、ASEANでは地域ぐるみで防
災対策を強化することに。その中核を担う機関として11月に
誕生したのがASEAN防災人道支援調整センター（通称
AHAセンター）だ。今後はAHAセンターをASEANの防災対
策の連携の窓口とし、インドネシアがホスト国となり、災害対
策、災害時の対応、復興などの取り組みを協働で進めていく。
　首都ジャカルタに設置された事務局には、JICAもアドバイ
ザーを派遣。同じく自然災害の多い日本が自国で培ってきた
防災対策に加え、途上国で展開してきた防災支援のノウハウ
を還元していく。12月には東京でJICAとAHAセンターなどが
シンポジウムを開催。日本の対ASEAN防災支援の歴史を振
り返りながら、東日本大震災の経験の還元についても議論さ
れる予定だ。

今年1月、AHAセンター設立に当たり10カ国の代表者が集まり
ASEAN防災体制の強化について話し合った

in ASEAN

※ブルネイ、シンガポールは政府開発援助（ODA）卒業国



写真＝佐藤浩治（フォトグラファー）

プノンペン
ホーチミン

東西経済回廊

南部経済回廊

ダナン
モーラミャイン

バンコク
ダウェイ

カイメップ・
チーバイ港

ネアックルン

［上］コンテナターミナルとな
るカイメップ港で工事の進捗
状況を確認する福島所長
（右）とベトナム側現場責任
者のチャーさん
［下］「日本の技術であるセメ
ントを土壌と混ぜながら地盤
を固めるこの作業は、当初は
日本人技術者が担当。現在
は指導を受けたベトナム人作
業員も行っています」と話す
チーバイ港の施工担当の五
洋建設株式会社・りんかい日
産建設株式会社共同企業
体の鈴木嗣成所長

サイゴン東西ハイウェイの途中にあるトゥーティエムトンネル。サイゴン川の下を通る。「数年後、ハイウェイ
の沿線は景色が変わっているでしょう」と大林組の萩原所長

　
ベ
ト
ナ
ム
南
部
、
経
済
の
中
心
都
市

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
。街
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、

こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
応
酬
が
聞
こ
え
て
く
る
。朝
夕

の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
に
は
、
現

地
の
人
も〝
ひ
ど
す
ぎ
る
〞と
嘆
く
ほ
ど

の
交
通
渋
滞
。交
差
点
に
何
十
台
も
の

バ
イ
ク
や
車
が
あ
ふ
れ
か
え
り
、
大
き

な
道
路
と
合
流
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は

乗
用
車
も
バ
イ
ク
も
大
型
ト
ラ
ッ
ク

も
、動
く
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
…
。

　
こ
こ
数
年
、
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展

と
と
も
に
顕
在
化
し
て
き
た
こ
の
渋
滞

は
、
実
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
の
交
通
問

題
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム

国
内
、
そ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
タ
イ
を

含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
物
流
に
も
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
。ま
た
工
業
団
地

や
港
を
擁
す
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
、
近

隣
国
の
都
市
間
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
港

を
通
じ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
と
ア
メ
リ

カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、そ
し
て
日
本
を
結
ぶ

一
大
拠
点
。モ
ノ
や
ヒ
ト
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
を
可
能
に
す

る
た
め
に
は
港
、
そ

し
て
港
か
ら
街
の
中

心
部
に
向
か
う
道
路

や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
重
要
だ
。

特
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
、プ

ノ
ン
ペ
ン
、バ
ン
コ
ク

と
い
う
各
国
の
主
要

都
市
を
一
本
の
道
で

連
結
す
る
こ
と
で
大

き
な
経
済
効
果
が
見

込
ま
れ
る
「
南
部
経

済
回
廊
」
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
地
域
発
展
の
カ

ギ
と
な
る
。

　
そ
の
一
端
を
担
う
の

が
、サ
イ
ゴ
ン
東
西
ハ

イ
ウ
ェ
イ
。ホ
ー
チ

ミ
ン
市
を
東
西
に
横

断
す
る
全
長
約
22
キ

ロ
の
こ
の
幹
線
道
路

は
、
東
端
は
ハ
ノ
イ
へ
通
じ
る
南
北
高

速
道
路
、
西
端
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
通
じ

る
国
道
１
号
線
と
合
流
す
る
。現
在
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
に
よ
り
「
サ
イ
ゴ
ン

東
西
ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
事
業
」
が
進
め

ら
れ
、
今
年
11
月
に
全
線
が
開
通
す
る

予
定
だ
。

　
途
中
に
、
街
中
を
流
れ
る
サ
イ
ゴ
ン

川
の
下
を
く
ぐ
る
ト
ゥ
ー
テ
ィ
エ
ム
ト

ン
ネ
ル
が
あ
る
。「
箱
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ト
ン
ネ
ル
を
20
キ
ロ
先
の

下
流
で
製
作
し
て
タ
グ
ボ
ー
ト
で
こ
こ

ま
で
運
び
、
川
底
に
沈
め
て
建
設
し
ま

し
た
。車
道
用
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は
東

南
ア
ジ
ア
で
は
初
め
て
の
建
設
方
法
で

す
」
と
設
計
・
工
事
監
理
を
担
当
し
た

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
の
眞
井
隆
二
さ
ん
。ビ
ル
が
立
ち

並
ぶ
街
の
中
心
部
か
ら
こ
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
っ
て
対
岸
に
出
る
と
、
そ
こ
は

草
木
が
生
い
茂
っ
た
湿
地
帯
。中
心
部

か
ら
目
と
鼻
の
先
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

き
な
建
物
は
一
切
な
い
。ハ
イ
ウ
ェ
イ

建
設
を
担
当
す
る
株
式
会
社
大
林
組
の

萩
原
正
雄
所
長
は
、「
ア
ク
セ
ス
が
悪

く
、
こ
ち
ら
側
の
地
域
は
開
発
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。東
西
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
開

通
は
、市
内
の
渋
滞
の
緩
和
と
と
も
に
、

周
辺
地
域
へ
の
開
発
に
も
一
役
買
う
で

し
ょ
う
」と
期
待
を
込
め
る
。

　
現
在
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
周
辺
で
は
サ

イ
ゴ
ン
港
な
ど
４
つ
の
港
が
物
流
拠
点

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
、い
ず

れ
も
河
川
港
の
た
め
に
川
底
が
浅
く
、

３
万
ト
ン
級
以
上
の
大
型
船
は
入
港
で

き
な
い
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は「
カ
イ
メ

ッ
プ
・
チ
ー
バ
イ
国
際
港
湾
タ
ー
ミ
ナ

ル
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
大
型
船
も

入
港
可
能
な
コ
ン
テ
ナ
・
一
般
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
を
支
援
し
、
増
大
す

る
貨
物
取
扱
量
へ
の
対
応
を
目
指
す
。

ベ
ト
ナ
ム
側
の
現
場
責
任
者
、
運
輸
省

傘
下
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
85
の
グ
ェ
ン
・
タ
ン
・

チ
ャ
ー
さ
ん
は
、「
港
湾
整
備
が
進
め

“一本”につながる回廊
域内経済の牽引役に

ベトナム &カンボジア

from VIET NAM & CAMBODIA

道路、港、橋―。
これらはＡＳＥＡＮ諸国をつなぐ“陸の連結性”を高め、
速くて効率的なヒト・モノの流れを可能にする。
その中でも、大きな経済効果を生むと期待されているのが、
ホーチミン、プノンペン、バンコクを結ぶ「南部経済回廊」。
その整備に向け、各地でＪＩＣＡの支援が始まっている。

サイゴン東西ハイウェイ。バイク、乗用車、トラックなど
さまざまな車両がホーチミン市内に向かって走る

特集 ASEAN
つながる

ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
で
渋
滞
緩
和
と

ス
ム
ー
ズ
な
物
流
を
実
現

南
部
経
済
回
廊
の
出
発
点
は

海
外
と
の
玄
関
口

November 2011                         0809                         November 2011



ネアックルン橋の施工監理を担当する安部さんが建設予定地について説明。橋はフェリー乗り
場よりも上流に造られ、アプローチ道路を経て、国道１号線へつながる

メコン川を渡るため、ネアックルンで
順番待ちをしていた大型トラックの運
転手エイン・ライ・ヒエンさん

ネアックルンではフェリーに乗り、メコン川を渡らなくてはならない。
橋ができれば時間・コストとともに改善される

特集 ASEAN
つながる

ば
、
よ
り
多
く
の
海
外
投
資
を
呼
び
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、こ
の
港

は
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
で
の
物
流
の
拠
点
に
な
る
こ
と

で
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
さ
ら
な
る
発

展
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
胸
を

張
る
。

　
一
般
貨
物
港
と
な
る
チ
ー
バ
イ
港
の

建
設
現
場
に
足
を
運
ぶ
と
、
セ
メ
ン
ト

ミ
キ
シ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
技
術

で
、
ド
リ
ル
を
使
っ
て
セ
メ
ン
ト
を
土

壌
中
に
埋
め
込
み
な
が
ら
地
盤
を
強
化

す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
こ
の
地

域
の
地
盤
は
水
分
を
多
く
含
ん
で
軟
弱

な
た
め
、
港
の
建
設
に
は
ま
ず
土
地
の

造
成
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
」
と
話
す

の
は
、
両
港
の
施
工
管
理
を
担
当
す
る

株
式
会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
日
本
工
営
株
式
会
社
共
同
企
業
体

の
西
村
進
さ
ん
。ま
た
、コ
ン
テ
ナ
船
が

接
岸
す
る
カ
イ
メ
ッ
プ
港
で
は
、
く
い

を
打
ち
込
み
岩
壁
部
分
の
建
設
や
、
コ

ン
テ
ナ
置
き
場
の
舗
装
が
進
む
。「
こ
れ

ま
で
使
わ
れ
て
い
た
４
港
に
代
わ
り
、

コ
ン
テ
ナ
船
が
着
く
港
に
な
る
こ
と
で

扱
え
る
貨
物
量
が
格
段
に
増
え
ま
す
。

現
場
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
も
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
頼
も
し
い
で
す
よ
」と
、

同
港
の
施
工
を
担
当
す
る
東
亜
建
設
工

業
株
式
会
社
・
東
洋
建
設
株
式
会
社
共

同
企
業
体
の
福
島
義
信
所
長
。

　
90
年
代
か
ら
は
日
系
企
業
の
進
出
も

盛
ん
で
、現
在
、港
周
辺
の
工
業
団
地
に

は
多
数
の
外
国
企
業
が
進
出
し
て
い

る
。そ
こ
で
２
０
０
０
年
に
現
地
法
人

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ベ
ト
ナ
ム
日
本

通
運
株
式
会
社
の
白
井
正
和
社
長
は
、

「
日
系
企
業
は
丁
寧
で
時
間
通
り
に
運

ぶ
日
本
式
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
好
む
た

め
、そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
お
か
げ
で
道
路
や
港
な
ど
の

ハ
ー
ド
は
整
っ
て
き
た
。今
後
は
通
関

手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の

整
備
が
効
率
的
な
物
流
の
カ
ギ
と
な
る

の
で
は
」と
展
望
を
話
す
。

　
海
外
と
の
玄
関
口
と
な
る
港
に
到
着

し
た
貨
物
が
、
東
西
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
通

っ
て
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
へ
、
さ
ら
に
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
経
由
で
近
隣
諸
国
へ
輸
送
さ

れ
る
と
い
う
流
れ
が
、
一
歩
ず
つ
現
実

の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
か
ら
国
道
22
号
線

を
走
る
こ
と
２
時
間
、
国
境
を
越
え
る

と
、そ
こ
は
隣
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
。プ
ノ
ン

ペ
ン
へ
と
続
く
国
道
１
号
線
を
さ
ら
に

走
る
と
、
目
の
前
に
雄
大
な
メ
コ
ン
川

が
横
た
わ
る
。こ
こ
か
ら
は
、コ
ン
テ
ナ

を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
も
一
般
車
も
バ
イ

ク
も
人
も
皆
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
換
え

て
川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。だ

が
、待
ち
時
間
は
早
く
て
30
分
、長
け
れ

ば
数
時
間
に
も
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
フ
ェ
リ
ー
の
乗
船
時
間
は
約
７
分
。

と
は
い
え
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
一
度
に

乗
船
で
き
る
の
が
２
台
ほ
ど
の
た
め
、

乗
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。頻
繁
に

こ
の
フ
ェ
リ
ー
で
川
を
渡
り
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
衣
料
品
を
運
ん

で
い
る
と
い
う
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

の
エ
イ
ン
・
ラ
イ
・
ヒ
エ
ン
さ
ん
は
、「
橋

が
で
き
た
ら
輸
送
時
間
が
短
く
な
る
の

は
助
か
る
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
間
の
輸
送

に
と
っ
て
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
こ

の
場
所
に
橋
を
架
け
る
べ
く
、現
在
、無

償
資
金
協
力
で
「
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
梁

建
設
計
画
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
橋

の
建
設
予
定
地
に
は
、
移
転
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
住
民
が
で
き
る
だ
け
少
な

い
場
所
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す

の
は
、調
査
・
設
計
、施
工
監
理
を
担
当

す
る
株
式
会
社
長
大
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
共
同
企
業
体
の
常
駐

責
任
者
の
安
部
善
憲
さ
ん
。

　
現
在
は
建
設
予
定
地
に
仮
橋
を
設
置

し
、
資
材
運
搬
の
経
路
を
確
保
す
る
な

ど
、準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。施
工
を
担

当
す
る
三
井
住
友
建
設
株
式
会
社
の
北

田
郁
夫
所
長
は
、「
現
場
で
働
く
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
作
業
員
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
な
ど
、
日
本
で
は
当
然
の
習
慣
が

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、安
全
管
理
に

つ
い
て
の
定
期
的
な
会
議
を
行
っ
た

り
、
安
全
の
標
語
を
作
っ
た
り
と
意
識

の
向
上
を
徹
底
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

２
０
１
５
年
、橋
は
完
成
す
る
予
定
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
国
境
か
ら
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
ま
で
を
つ
な
ぐ
の
が
、国
道
１
号
線
。

そ
の
う
ち
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
〜
プ
ノ
ン
ペ

ン
間
は
、近
年
、交
通
量
の
増
加
や
過
積

載
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
で
道
路
の

傷
み
が
激
し
く
、
至
る
と
こ
ろ
に
穴
が

空
き
、路
肩
は
崩
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
05
年
か
ら
無
償
資
金
協
力

「
国
道
一
号
線
改
修
事
業
」
が
始
ま
っ

た
。調
査
・
設
計
・
施
工
監
理
を
担
当

し
た
株
式
会
社
片
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
平
岡
一

幸
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
道
路
の
両
端
に

バ
イ
ク
専
用
の
車
線
を
設
置
し
ま
し

た
。さ
ら
に
、２
０
０
０
年
に
大
規
模
な

洪
水
を
受
け
た
経
験
か
ら
、
堤
防
と
し

て
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
盛
り
土
を
し

て
高
く
し
て
い
ま
す
」。

　
こ
う
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
に

は
住
民
に
転
居
し
て
も
ら
う
こ
と
も
発

生
す
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
０
年
か

ら
「
住
民
移
転
の
た
め
の
環
境
社
会
配

慮
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

中
。経
済
財
務
省
・
住
民
移
転
局
の
職

員
に
対
し
て
、
補
償
や
住
民
へ
の
説
明

の
方
法
な
ど
、
住
民
に
配
慮
し
た
移
転

を
行
う
た
め
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　「
国
道
一
号
線
改
修
事
業
」の
際
に
移

転
の
対
象
と
な
っ
た
モ
ウ
エ
ン
・
オ
エ

ン
さ
ん
は
、「
前
よ
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で

少
し
遠
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
５
年
間

定
住
す
る
こ
と
で
土
地
登
記
の
権
利
が

発
生
し
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
残
る
工
事
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
街
地

ま
で
の
約
４
キ
ロ
。こ
の
区
間
の
改
修

が
終
わ
れ
ば
、
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
か
ら

プ
ノ
ン
ペ
ン
ま
で
が〝
一
本
〞に
つ
な
が

り
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
、そ
し
て
南

部
経
済
回
廊
の
一
端
と
し
て
、
大
き
な

役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
二
つ
の
事
業
に
、
公
共
事
業
運

輸
省
の
ト
ー
・
チ
ャ
ン
コ
サ
ー
ル
副
大

臣
は
期
待
を
寄
せ
る
。「
１
号
線
改
修
と

ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
建
設
は
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。モ
ノ
や
ヒ
ト
の

移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
へ
の
輸
送
コ
ス

ト
も
安
く
な
る
。さ
ら
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
か
ら
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
つ

な
が
る
重
要
な
ル
ー
ト
に
も
な
り
ま

す
」。

　
現
地
に
進
出
す
る
日
系
企
業
も
、
こ

の
事
業
へ
の
期
待
は
高
い
。今
年
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し
た

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の

伊
藤
隆
友
所
長
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
中

国
や
ベ
ト
ナ
ム
に
比
べ
て
人
件
費
が
安

い
た
め
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
企
業
が

す
で
に
進
出
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
日
系
企
業
の
進
出
も
加
速
す
れ

ば
、
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
が
で
き
る
こ
と

で
陸
路
輸
送
の
需
要
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
増
え
る
で
し
ょ
う
」と
話
す
。

　
港
、
道
路
、
橋
―
。一
つ
一
つ
の
点
が

線
と
な
り
、
各
国
を
つ
な
い
で
い
く
南

部
経
済
回
廊
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、ベ
ト
ナ

ム
、ラ
オ
ス
、タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
を
つ

な
ぐ「
東
西
経
済
回
廊
」の
支
援
も
同
時

に
続
け
て
お
り
、〝
陸
の
連
結
性
〞を
強

化
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
全
体

の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。東西経済回廊

　ベトナム東部に位置するダナン港を起点とし、ミャンマーの
モーラミャインまで、インドシナ半島を東西に横断する約
1,450キロのルート。ラオスのサバナケットとタイのムクダハン
をつなぐ第２メコン国際橋の建設には、ＪＩＣＡの円借款が供
与されている。東西経済回廊ができる前、タイのバンコクから
ベトナムのハノイまでの海上ルートで貨物を運ぶのに約2週
間かかっていたが、回廊の開通により約３日間にまで短縮され
た。太平洋とインド洋が陸路でつながることで、日本とＡＳＥＡ
Ｎ、その先のインド方面への物流もより効率的になる。

「南部経済回廊が完全につながるこ
とによるスムーズなヒト・モノの流れは、
日本のメリットにもなるはずです」とチャ
ンコサール公共事業運輸省副大臣

［上］改修前、よく渋滞
が発生していた国道１
号線沿いのコキ市場
の周辺。今は道幅を
広げたことで渋滞は
解消されている
［下］国道１号線の改
修に伴い、転居した
人々。「移転先には水
や電気など生活に必
要なものはそろってい
るので、以前と同じ生
活ができる」と話す

橋
の
建
設
で
ア
ク
セ
ス
が

よ
り
早
く
効
率
的
に

ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

つ
な
ぐ
南
部
回
廊
の
要
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９
月
中
旬
、
残
暑
厳
し
い
福
岡
市
沿

岸
の
博
多
港
―
。市
街
地
か
ら
程
近
い

こ
の
港
は
、
早
朝
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
往
来
で
慌
た
だ
し
い
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
る
。こ
の
日
、
国
内
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
着
岸
し
て
い
た
の
は
「
ひ
ま
わ
り

５
」。陸
に
架
け
ら
れ
た
ラ
ン
プ
ウ
ェ

ー
※
1
か
ら
、貨
物
を
積
み
込
ん
だ
ト
レ

ー
ラ
ー
が
次
々
と
降
り
て
く
る
。

　
東
京
か
ら
26
時
間
か
け
て
こ
れ
ら

を
運
ん
で
き
た
の
は
、Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
※
2

と
呼
ば
れ
る
高
速
貨
物
船
。貨
物
を
積

ん
だ
車
両
が
そ
の
ま
ま
船
体
に
乗
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ク
レ
ー
ン

で
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
降
ろ
す
必
要
が

な
い
。コ
ン
テ
ナ
船
と
比
べ
て
荷
役
作

業
に
か
か
る
時
間
・
手
間
を
省
く
だ

け
で
な
く
、
空
路
に
比
べ
て
も
コ
ス
ト

が
安
く
環
境
負
荷
も
少
な
い
。日
本
で

も
、
国
内
の
海
上
輸
送
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　「
乗
員
の
勤
務
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？
」

　「
コ
ン
テ
ナ
を
何
割
く
ら
い
積
め
ば

採
算
が
取
れ
ま
す
か
？
」

　
ひ
ま
わ
り
５
の
黒
川
秋
彦
船
長
に

質
問
を
投
げ
掛
け
て
い
る
の
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
外
務
省
・

運
輸
省
の
関
係
者
た
ち
。今
ま
さ
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
検
討
さ
れ
て
い

る
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
へ
の

ア
イ
デ
ア
を
得
る
た
め
、
ア
ジ
ア
で
も

積
極
的
に
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
導
入
す
る

日
本
へ
視
察
に
訪
れ
た
の
だ
。

　
域
内
に
３
万
以
上
（
う
ち
２
万
３
０

０
０
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
の
島
々
を
擁
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
は
、
域
内
の
連
結
性
強
化
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
海
運
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
挙
げ
て
い
る
。そ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
10

月
に
発
表
さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結

性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
も
「
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
調
査
」

を
15
の
優
先
事
業
の
一
つ
に
設
定
。こ

れ
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
島
国
・
日
本

と
し
て
培
っ
て
き
た
海
運
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
導
入
に
向
け
た
支
援
に
乗
り
出

し
た
。

物
流
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

海
運
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　
中
国
、
韓
国
、
台
湾
と
地
理
的
に
近

い
博
多
港
は
、
古
く
か
ら
〝
海
外
に
開

か
れ
た
港
〞
と
し
て
栄
え
て
き
た
。現

在
は
、ア
ジ
ア
、ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
16
の
国
・
地
域
の
48
港
、
計
36

航
路
を
有
す
る
国
際
港
に
発
展
。海
運

イ
ン
フ
ラ
の
改
善
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
日
本
で
も
通
関
手
続
き
が
早

い
港
の
一
つ
だ
。

　
そ
の
博
多
港
に
２
０
０
３
年
、
国
際

航
路
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
「
上
海
ス
ー
パ
ー

エ
ク
ス
プ
レ
ス（
Ｓ
Ｓ
Ｅ
）」が
就
航
し

た
。週
３
回
、
28
時
間
と
い
う
早
さ
で

両
都
市
を
つ
な
ぎ
、
生
活
物
資
や
紙
資

材
、
機
械
部
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
運
ん
で
い
る
。

　
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
動
し
た
視

察
団
は
、
こ
の
朝
着
岸
し
た
ば
か
り
の

Ｓ
Ｓ
Ｅ
の
積
み
降
ろ
し
作
業
を
視
察
。

「
ク
レ
ー
ン
で
の
移
動
は
、
ど
う
し
て

も
、
上
げ
下
げ
の
過
程
で
衝
撃
が
か
か

る
。Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
は
貨
物
破
損
の
リ
ス

ク
も
小
さ
い
上
に
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
ら

な
い
定
型
外
の
も
の
も
運
べ
る
の
が

利
点
」
と
日
本
企
業
・
上
海
ス
ー
パ
ー

エ
ク
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社
の
寺
内
昌

弘
社
長
は
説
明
す
る
。

　
さ
ら
に
博
多
港
は
、
陸
・
海
・
空
へ

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
す
べ
て
30
分

以
内
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
最
終
目
的

地
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
配
送
で
き
る
と
い

う
強
み
も
あ
る
。「
今
は
国
内
・
海
外
用

特集 ASEAN
つながる

と
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、２
年
後
に
は
統
合
す
る
予
定
で
す
」

と
寺
内
社
長
。「
シ
ー
ム
レ
ス
な
海
上
輸

送
を
実
現
す
る
た
め
に
、
改
善
を
続
け

て
い
ま
す
」と
話
し
た
。自
国
で
は
す
で

に
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
導
入
し
て
い
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、「
国
際

航
路
で
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
導
入
す
る
た
め

に
は
、
通
関
手
続
き
や
車
両
の
統
一
な

ど
す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と

う
な
ず
い
て
い
た
。

　
12
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣
会

合
を
経
て
、
今
年
度
中
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
協
働
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
導
入
に
特
化
し
た
調
査
が
始
ま
る
。

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
通
の
制
度
や
基
盤
づ

く
り
が
急
務
」
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ィ
リ

ピ
ン
政
府
代
表
部
の
ウ
ィ
ル
フ
リ
ド
・

ヴ
ィ
ラ
コ
ル
タ
大
使
。こ
れ
を
後
押
し

す
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
先
立
っ
て
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
海
運
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
戦

略
的
に
進
め
る
た
め
の
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
港
湾
の
容
量
拡
大
や
ア
ク

セ
ス
の
改
善
に
加
え
、
海
上
安
全
・
治

安
向
上
な
ど
包
括
的
な
支
援
に
着
手

し
て
い
る
。

　
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
通

じ
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
も
た
ら
さ

れ
る
経
済
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。ま

た
、
彼
ら
と
海
で
つ
な
が
れ
た
私
た
ち

日
本
に
と
っ
て
も
、
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
貿

易
の
活
性
化
へ
の
足
が
か
り
と
な
る

は
ず
―
。海
を
越
え
て
世
界
と
つ
な
が

っ
て
い
く
た
め
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
取
り

囲
む
海
で
大
き
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

島
国
・日
本
か
ら
学
ぶ

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
運
用

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で

新
た
な
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

A
S
E
A
N
諸
国
を
つ
な
ぐ
カ
ギ
と
な
る〝
海
〞。

域
内
の
効
果
的
な
物
流
を
促
す
べ
く
、

海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

J
I
C
A
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

インドネシア＆フィリピン

from INDONESIA & 
      PHILIPPINES
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ロ
ー

［下］日本通運株式会社博多港支店の板本好晴支店長（右
端）から、RORO船のシステムについて説明を受けるヌラ・ス
ワジャヤASEAN連結性調整委員会委員長（左から2人目）と
ヴィラコルタ大使（左端）

［上］博多港に停泊する上海スーパーエクスプレス

フィリピン

インドネシア

※1 船舶の中央や船首に取り付けられた可動式の橋。
※2 ROLL ON／ROLL OFF船の略。コンテナのみを収納
するLOLO（LIFT ON／LIFT OFF）船に対して、フェリーのよ
うに車両が乗り込むことができる。

November 2011                         1213                         November 2011



南部回廊の西の玄関口・ダウェイ港につながる
道路の整備は、ASEAN連結性にとって重要

　
　
　
　
　
　
　

　
古
く
は「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」で
知
ら
れ

る
仏
教
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
。豊
か
な
自
然

と
国
内
に
点
在
す
る
パ
ゴ
ダ
（
仏
塔
）

は
、訪
れ
た
者
を
魅
了
す
る
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
10
カ
国
の
中
で
経
済
規
模（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
：

国
内
総
生
産
）は
７
番
目
、１
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
最
も
小
さ
い
が
、
総
人
口
６

１
０
０
万
人
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
に
次
い
で
第

５
位
。国
土
を
南
北
に
流
れ
る
エ
ー
ヤ

ワ
デ
ィ
ー
川
の
恵
み
を
受
け
て
肥
沃
な

大
地
が
広
が
り
、
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た

資
源
に
も
恵
ま
れ
る
な
ど
、
成
長
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

　
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
１
９
８
８
年

か
ら
軍
事
政
権
が
続
く
独
裁
国
家
だ
っ

た
が
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
民

主
的
に
大
統
領
が
選
出
さ
れ
、
新
政
権

が
発
足
。民
主
化
運
動
の
指
導
者
で
あ

る
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
女
史

の
自
宅
軟
禁
措
置
も
解
除
さ
れ
、
こ
の

１
〜
２
年
で
民
主
化
に
向
け
た
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
今
、
こ
の
動
き
に
世
界
が
注

目
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
」
を
強
化
す

る
上
で
地
政
学
的
に
重
要
な
位
置
に
あ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
期
待
は
高
ま
る
一

方
だ
。ホ
ー
チ
ミ
ン
〜
プ
ノ
ン
ペ
ン
〜

バ
ン
コ
ク
の
３
カ
国
の
主
要
都
市
を
つ

連
結
性
の
強
化
に

重
要
な
国

　
一
方
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
１
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
７
４
０
ド
ル
。こ
れ
は
、

日
本
の
２
％
に
も
満
た
な
い
数
値
だ
。

当
然
な
が
ら
、道
路
や
港
、電
力
、上
下

水
道
な
ど
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
も
十
分
に

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。さ
ら
に
は
、08
年

に
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
が
直
撃
し
、

14
万
人
に
上
る
死
者
・
行
方
不
明
者
が

発
生
。被
災
者
は
２
４
０
万
人
に
及
ん

特集 ASEAN
つながる

で
お
り
、復
旧
・
復
興
を
含
め
、発
展
に

向
け
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
多
い
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
対
し
て
保
健
、教
育
、農
業
、地
方
給

水
、
防
災
、
社
会
的
弱
者
の
保
護
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
人
道
支
援
を
中
心
に
展

開
。保
健
分
野
で
は
、感
染
者
数
が
33
万

人
に
も
達
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
、

死
因
の
１
位
・
２
位
を
占
め
る
結
核
・

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
適
切

に
行
う
た
め
の
体
制
強
化
・
人
材
育
成

を
行
っ
て
き
た
。ま
た
、広
大
な
農
地
が

あ
り
な
が
ら
も
コ
メ
生
産
に
偏
っ
て
い

た
農
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
作
物
や
技
術
を
普
及
。ナ
ル

ギ
ス
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、

国
内
最
大
の
物
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ヤ
ン
ゴ
ン
港
の
改
修
、
農
業
地
帯
の
エ

ー
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
の
生
産
回
復
に
協
力
し

て
い
る
。さ
ら
に
、民
主
化
・
市
場
経
済

化
を
支
え
る
若
手
行
政
官
の
育
成
と
し

て
日
本
の
大
学
院
へ
の
留
学
を
支
援
し

て
い
る
。

　
そ
し
て
、ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
け
で
な
く
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
発
展
の
カ
ギ
と
な

る
の
が
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
79
〜
88
年
、
橋
梁
技
術
者
を
養
成

す
る
た
め
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
。研
修
事
業
を
通
じ
て
数
多
く

の
技
術
者
を
日
本
に
受
け
入
れ
て
き

た
。そ
の
参
加
者
の
一
人
、
元
建
設
省

公
共
事
業
局
長
で
昨
年
土
木
学
会
国

際
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
、
前
ミ
ャ
ン
マ

ー
土
木
工
学
会
会
長
の
ハ
ン
・
ゾ
ー
氏

は
、「
海
外
か
ら
の
援
助
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
の
20
年
間
、〝
自
分
の
国
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
〞
と
い
う
方
針
の
も

と
、
国
内
の
技
術
や
人
材
を
活
用
し
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
」

と
話
す
。厳
し
い
環
境
の
中
で
陣
頭
指

な
ぐ「
南
部
経
済
回
廊
」と
、
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
の
中
部
を
東
西
に
横
断
す
る

「
東
西
経
済
回
廊
」の
西
側
の
玄
関
口
と

な
る
の
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
あ
り
、
ベ
ン

ガ
ル
湾
に
つ
な
が
る
港
と
タ
イ
国
境
ま

で
の
道
路
の
整
備
が
進
め
ば
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
地
域
の
最
東
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
イ
ン
ド
、
そ
の
先
の
中
東
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
と
、〝
成
長
へ
の
道
〞が
つ
な
が

る
か
ら
だ
。

　
こ
の
２
つ
の
経
済
回
廊
に
は
、
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
積
極
的
に
支
援
（
８

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。魅
力
的
な
投
資

先
と
し
て
、
投
資
・
事
業
展
開
に
対
す

る
日
本
経
済
界
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
。

山
積
み
の
課
題

地
道
な
日
本
の
支
援

過
去
の
協
力
が

信
頼
へ
と
つ
な
が
る

揮
を
執
り
、
国
内
の
橋
梁
建
設
を
進
め

て
き
た
ハ
ン
・
ゾ
ー
氏
。「
日
本
か
ら
学

ん
だ
実
践
的
な
知
識
は
、
自
分
た
ち
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
上
で
大
き

な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。壁
に
ぶ
つ
か

っ
て
も
、
日
本
人
技
術
者
に
教
わ
っ
た

〝
頑
張
る
精
神
〞で
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
」。マ
グ
ウ
ェ
イ
地
域
で
エ
ー
ヤ

ワ
デ
ィ
ー
川
に
架
か
る
全
長
２
７
４
０

メ
ー
ト
ル
の
橋
も
、
ハ
ン
・
ゾ
ー
氏
が

指
揮
を
執
り
完
成
さ
せ
た
も
の
だ
。

　
日
本
の
過
去
の
協
力
の〝
財
産
〞が
こ

う
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
息
づ
い
て
い

る
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
へ
と
つ
な
が
る

道
路
や
港
湾
、
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
対
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
に
期

待
し
て
い
る
」と
ハ
ン
・
ゾ
ー
氏
。日
本

の
技
術
が
信
頼
さ
れ
て
い
る
証
し
だ
。

　
陸
路
・
海
路
の
両
面
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

連
結
性
の
強
化
に
重
要
な
存
在
で
あ
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
。今
後
の
動
き
に
注
目
し

て
い
き
た
い
。

発展のカギを握る
西の玄関口
ＡＳＥＡＮの西側に位置し、
同地域の玄関口となるミャンマーは、
「ＡＳＥＡＮ連結性」を考える上で重要な存在だ。
このところ民主化に向けた動きが伝えられる中、
日本の支援に対する期待も高まっている。

最大都市ヤンゴンに建つシュエダゴン・パゴダ

ミャン マ ー

from MYANMAR

サイクロン・ナルギスで被災したデルタ地
帯では、農業生産の回復に向け、堤防の
修復などを通じた支援を行っている

農業と並び水産業はミャンマーの主要産業。JICAは貧
困対策として、小規模養殖の普及にも取り組んでいる

JICAのプロジェクトや研修事業で日本の
橋梁技術を学んだハン・ゾー氏。その後、
国内で数多くの橋梁建設の指揮を執り、
後進の指導に当たってきた

ASEAN共同体
ミャンマー発展のチャンスに

　ASEAN共同体の発足は、ミャンマーに
とって大きなチャンスであると同時に、挑戦
でもあります。統合にはメリットとデメリット
が付きもの。ミャンマー国内の産業や金融
などへのマイナスの影響も避けられないと
思いますが、実効的な政策があれば影響
は軽減できると考えています。
　ミャンマーは依然、多くの課題に直面して
います。長期間、国際社会との距離があっ
たこともあり、物事を迅速かつ着実に進めて
いく能力が十分ではありません。ですが、他
のASEAN諸国に追い付こうと努力を重
ね、2011年3月にテイン・セイン大統領率
いる新政権が発足してからは、ASEAN共
同体の重要性をこれまで以上に認識してい
ます。今後は国際社会からの支援も得なが
ら、予定通り2015年もしくは2018年の参
画を目指していきたいと思っています。
　日本からの支援にも期待しています。さ
まざまな分野での技術協力は、政策策定
の能力強化になりますし、ビジネス面で両
国が連携していくことは民間企業が新たな
経験を積む機会を増やし、これがミャンマー
国内の人材育成につながります。また
ASEAN連結性の点から、それを推進して
いくための人材の育成は重要だと考えてい
ます。

ウインストン・
ミャンマー大統領
経済アドバイザー

（注）人口、1人当たりGDP（推計値）の出典はIMF（2010年）

人材不足により、感染症対策のみならず基礎的
な保健・医療サービスが遅れているミャンマー。
JICAは基礎保健スタッフの育成に協力している

プノンペン

ホーチミン

東西経済回廊

南部経済回廊

ダナン
モーラミャイン バンコク

ダウェイ

ネーピードー

エーヤワディー川

ベンガル湾
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と  日本  共に成長していくために
2015 年の統合に向けて、ターニングポイントに立っているASEAN 地域。

今この時に、地理的にも、歴史的にも、ASEANとかかわりの深い日本は、どんな役割を果たし得るのか。
そして、ASEAN 共同体が日本にもたらすメリットとは―。

　ASEANは今、大きな転換期を
迎えています。これまで以上に一
つの地域としての認識を高めて

おり、昨年10月には「連結性」を
キーワードにマスタープランを作
成しました。私たちが目指すのは、
物理的、制度的、人的な連結性
の強化。どれが抜けても「ASEA
N共同体」は実現できません。例
えば、どれだけ道や橋などの物理
的インフラが整備されても、通関
手続きなど制度的にばらつきがあ
っては、本当の意味で連結したこ
とにはならないからです。
　今年1月、ASEANはインド
ネシアの首都ジャカルタを拠
点に「ASEAN連結性調整
委員会」を設立。JICA
などの援助機関と連携
を図りながら、連結
性強化に必要な15

共

A SEAN市場の　メインストリームに

日 本企業の“第二の故郷”

　東アジア・ASEAN経済研究セ
ンター（ERIA）は、日本政府が基
本構想を発案し、2008年6月に設
立された国際機関です。「域内経
済統合の推進」「域内経済格差
の是正」「持続的な成長の実現」
を主要な研究分野に掲げ、インフ
ラ、貿易・投資環境整備、資源エ
ネルギー、人材育成などに関する
調査分析・政策提言などの知的
貢献を通じて、地域一体の政策的
取り組みを支援しています。
　しかしERIAの研究者だけで

は限りがありますから、対外的な
ネットワークを駆使しています。そ
の一つが日本。日本の経験や知
見を、ERIAというプラットフォーム
の場でもぜひ発揮してもらいたい。
JICAとはすでに2010年9月に業
務連携協定を締結し、情報共有
や共同研究などを進めています。
　ERIAの調査によると、ASEAN
共同体の実現により、域内の
GDPが倍増すると想定されてお
り、これは単純計算すると、新しく
1,000兆円規模の市場が誕生す

ることを意味します。日本はこの巨
大市場のメインプレーヤーとして
既存の製造ネットワークの拡大を
求められており、今この段階から、
インフラ、制度、技術の向上にオー
ルジャパンでコミットしていかなけ
ればなりません。
　日本も経済不況や震災の影響
を受け、厳しい局面を迎えていま
すが、こういう時だからこそ、未知
なる可能性を秘めるASEANとの
つながりに大きな意義があると考
えています。

ヌラ・スワジャヤ  
ASEAN連結性調整委員会委員長

西村英俊  
東アジア・ASEAN経済研究センター（ERIA）事務総長

特集 ASEAN
つながる

同体として競争力をつける

　ここ数年、アジアの中では中国
やインドが注目されてきましたが、
企業にとって競争面、投資環境面
でも非常に厳しい現実が待ってい

ます。一方、日本企業がASEAN
地域に進出し始めたのは1960年
代。生産拠点を設置してから、半
世紀以上になる企業も少なくあり
ません。その間、ASEANではこ
れまで日本企業が多くの雇用を生
み出してきたこと、高いサービスと
品質でより良い製品を届けてきた
こと、コンプライアンスを重視した
事業を行ってきたことなどから、現
地では非常に高く、好意的に評価
されています。実際にASEANの
どこの国民からも「日本企業に来
てほしい」「日本の商品・サービス
を使いたい」との声がよく聞かれ
ます。
　世界的な経済不況が続く中で、
ここ数年、日系企業のASEANに

対する見方、考え方が大きく変わ
ってきています。その背景には「市
場の縮小が見込まれる日本ではも
はや稼げない。“日本ブランド”が
高い競争力を持つASEAN市場
に出ていこう」という事情がありま
す。ASEANは、日本企業にとって
“第二の故郷”であり、国際的な戦
略を立てる上で欠かせない重要
な地域です。
　日本の産業界では、ASEANと
一緒に成長していこうとする機運
が高まっています。私たちASEA
Nの日系企業も“ASEAN市民”
の一員として、この地域の知恵袋
となり、彼らの未来への方向性を
指し示す羅針盤としての役割を
果たすべきだと考えています。

　9月13日、東京・市ヶ谷のJICA研究所で、
ASEAN、日本経済団体連合会、JICAの合
同シンポジウム「ASEAN連結性の強化と
日・ASEANの互恵関係の深化」が開催され
た。当日は約200人が一堂に会し、2015年
のASEAN統合に向けて、日本の民間企業、
官民連携が果たす役割などが議論された。
　第一部の基調講演では、緒方貞子JICA
理事長が「日本とASEANには経済面で密
接な結び付きがある。ASEANの連結性強
化には、ODAのみならず民間資金の導入が
不可欠。JICAは政府、企業への働きかけを
継続していく」と強調。続いて、スリン・ピッス
ワンASEAN事務総長は「私たちには日本の
技術や人材、貿易投資が必要であり、日本に
とってもASEANの連結性は経済再活性化
のカギ」、米倉弘昌・経団連会長は「経団連
としても民間外交を推進し、アジア成長戦略
の実現に全力で取り組みたい」と話した。
　第二部は「ASEAN連結性の強化と日本
企業のASEANへの投資」をテーマにパネル
ディスカッションを展開。ヌラASEAN連結性
調整委員会委員長、磯野生茂ERIAリサー

チャー、山田滝雄ASEAN日本代表部大使、
藤田昌宏・住友商事株式会社執行役員が、
それぞれASEAN連結性強化に向けた取り
組みとその進捗を発表した。これを受けキヤ
ノン株式会社の景山幸郎執行役員が「これ
からのASEANには、内需を狙った生産拠
点、輸出先としての投資先の両面から注目し
ている」と期待を述べた。
　11月にインドネシア・バリで開催される「第
14回日・ASEAN首脳会議」では、日本と
ASEANの連携強化に向けた「日・ASEAN
共同宣言」が採択される予定だ。

「ASEAN連結性の強化と
日・ASEANの互恵関係の深化」開催

ASEAN

シンポジウム

シンポジウムには、ASEAN諸国への進出に関心
を寄せる日本の民間企業も数多く参加した

の優先事業に着手しました。そ
の一つが、今まさに始まろうとして
いる「RORO船ネットワークに関す
る調査」（12ページに関連記事）
です。これまで東西経済回廊や南
部経済回廊など陸のネットワーク
は整備が進められてきましたが、
海上ネットワークに関してはまだま
だこれから。島国である日本にそ
の経験を踏まえ、ぜひ支援をお願
いしたい分野でもあります。
　産官学と、どの領域においても
日本はASEANにとって最も信頼
できるパートナーです。ASEAN
共同体として競争力を高め、さら
には双方の成長のために、より一
層日本とも関係性を深めていきた
いと思っています。

助川成也  
日本貿易振興機構（ジェトロ）バンコク事務所次長
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　「
社
会
的
投
資
」「
イ
ン
パ
ク
ト
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
」
…
。
近
年
、
話
題
に
な
っ
て
き
て
い
る

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
日
本
で
は
ま
だ
新
し
い
こ

の
投
資
方
法
を
広
め
る
べ
く
２
０
０
９
年
に

設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
合
同
会
社
は
、
日
本

の
法
人
や
個
人
か
ら
出
資
を
募
り
、
開
発
途

上
国
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
や
環
境

保
全
、
雇
用
促
進
と
い
っ
た
社
会
的
な
価
値

を
生
み
出
す
事
業
に
投
資
し
、
支
援
し
て
い

る
。

　
代
表
の
功
能
聡
子
さ
ん
は
、Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
設
立

の
経
緯
を
こ
う
語
る
。「
私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

95
年
か
ら
10
年
間
、
国
際
協
力
の
仕
事
に
携

わ
り
ま
し
た
。
内
戦
か
ら
の
復
興
が
進
む
中

で
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
々
に
変
化
が
表
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

若
い
世
代
か
ら
、〝
自
分
た
ち
に
は
新
し
い
国

を
つ
く
る
力
が
あ
る
！
〞
と
い
う
強
い
情
熱

を
感
じ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
人
々
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
る
の
に
、

従
来
の
援
助
の
形
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
て

お
ら
ず
、
新
し
い
支
援
の
仕
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ま
し
た
」。

　
そ
の
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
、
約
10
万
世

帯
の
小
規
模
農
民
に
技
術
支
援
な
ど
を
行
う

現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
セ
ダ
ッ
ク
」。
彼
ら
は
有
機

農
法
で
生
産
し
た
有
機
米
を
流
通
・
販
売
さ

せ
る
た
め
の
サ
ハ
ク
レ
ア
・
セ
ダ
ッ
ク
と
い

う
企
業
を
設
立
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ

よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
事
業
資
金
の

確
保
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
一
般
の
金
融
機
関
に
よ
る
融
資
は
ほ
と

ん
ど
が
大
企
業
向
け
、
物
的
担
保
が
必
要
で

審
査
が
厳
し
い
。
他
方
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
は
小
規
模
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
対
象
と
し
、

上
限
額
も
小
さ
い
。
サ
ハ
ク
レ
ア
・
セ
ダ
ッ

ク
の
よ
う
な
中
小
企
業
は
〝
ミ
ッ
シ
ン
グ
・

ミ
ド
ル
〞
と
呼
ば
れ
、
ど
ち
ら
か
ら
も
融
資

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
功
能
さ
ん
は
、
雇
用
を
生
み
出
し
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

を
持
つ
中
小
企
業
を
対
象
に
、「
社
会
的
投
資
」

と
い
う
新
し
い
仕
組
み
で

支
援
す
る
た
め
、
日
本
で

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
合
同
会
社
を
設

立
し
た
。
現
在
、Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ

に
出
資
す
る
投
資
家
は
57

人
。
国
際
協
力
の
仕
事
に

携
わ
る
人
も
い
れ
ば
、
金

融
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
、
民
間
企
業
に
勤
め
る

人
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
人
々
が
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
り
、
途
上
国
の
人
々
の

生
活
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
は
、
今
年
度
よ

り
開
始
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
「
協
力
準
備
調
査
（
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
）」※

で
、「
社
会
的
投
資
」
に
よ

る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

長
促
進
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
。「
現
地
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
・
課
題

と
支
援
ニ
ー
ズ
、
投
資
リ
ス
ク
の
分
散
手
法

や
技
術
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
ベ
ス
ト
な
社

会
的
投
資
の
方
法
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
」

と
、Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
専
任
パ
ー
ト
ナ
ー
の
小
野
真
依

さ
ん
は
話
す
。

　
こ
の
調
査
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
す
で
に
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
に

よ
る
社
会
的
投
資
が
始
ま
っ
て
い
る
「
野
生

ミ
ツ
バ
チ
資
源
化
事
業
」
だ
。
こ
れ
は
日
本

ワ
イ
ル
ド
ハ
ニ
ー
を

収
入
向
上
に
生
か
す

ＡＲＵＮ合同会社
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

途
上
国
の
中
小
企
業
に
対
す
る

新
し
い
支
援
の
形

自分のお金が、見える形で開発途上国の人々の役に立つ―。
援助でも寄付でもない新しい支援の形、それが「社会的投資」だ。

ＡＲＵＮ合同会社はＪＩＣＡと連携し、
カンボジアでのＢＯＰビジネスの可能性を高める支援を行っている。

社会的投資で
途上国のビジネスを支援

企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
タ
イ
の
大
学
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
連
携
し
な
が
ら
、

野
生
の
ハ
チ
の
巣
か
ら
採
取
し
た
「
ワ
イ
ル

ド
ハ
ニ
ー
」
を
生
産
す
る
6
地
域
の
農
民
組

合
と
、
流
通
・
販
売
を
行
う
サ
ハ
ク
レ
ア
・

セ
ダ
ッ
ク
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
農

家
の
ハ
チ
ミ
ツ
を
適
正
な
価
格
で
購
入
し
、

ブ
ラ
ン
ド
を
つ
け
て
商
品
化
、
品
質
管
理
の

徹
底
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、流
通
、販
売
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
各
連
携
機
関
か
ら
専
門

家
が
派
遣
さ
れ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
現
地

の
人
々
の
手
に
よ
る
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

運
営
を
目
指
す
。
農
家
か
ら
は
、「
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
帳
簿
の
つ
け
方
や
事
業

運
営
の
仕
方
な
ど
、
知
り
た
か
っ
た
新
し
い

知
識
を
学
べ
る
こ
と
が
楽
し
み
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
一
般
の
投
資
で
は
い
く
ら
も
う
か
る
か

と
い
う
経
済
的
リ
タ
ー
ン
が
重
要
視
さ
れ

る
が
、
社
会
的
投
資
で
は
自
分
の
お
金
が

途
上
国
で
ど
う
使
わ
れ
、
現
地
に
ど
う
い

っ
た
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
か
を
知
る
社

会
的
リ
タ
ー
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
は
投
資
家
た
ち
が
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
投
資
先
を
実
際
に
訪
れ
、

ハ
チ
ミ
ツ
採
取
現
場
を
見
学
し
た
り
、
現

地
の
人
々
の
声
を
聞
け
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。「
自
分
の
お
金
が
現
地
で
〝
生
き

て
〞
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
機
会
に
な

る
と
思
い
ま
す
」
と
功
能
さ
ん
。
今
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
は
新
し
い
投
資
先
候
補
が
ど

ん
ど
ん
生
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
を
支
援
す

る
新
し
い
形
を
、
日
本
の
人
々
に
広
め
て

い
く
―
。Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。

ハチミツを採取するため、容器を片
手に木に登る農民。その先に垂れ
下がった野生のハチの巣がある

カンボジア北西部プレアビヒア地方でワイルドハニーを
採取する農家を訪れたＡＲＵＮ代表の功能さん（左端）

※世界人口の約７割を占める貧困層（BOP層：Base of the Pyramid）を対象にしたBOP
ビジネスを検討している企業やNGOなどが行う事前調査をJICAが支援する制度。

ワイルドハニーの採取地を訪れるため、打ち合わせを行うＡＲＵＮのメンバー。それぞれの専門性を生かして支援
を行う

ＡＲＵＮが投資しているワイルドハニーや有機
米の販売を行っているNGOセダックの店舗

こ
う
の

採取したハチミツをタンクからボトルに詰
め、ラベルを張って商品に。すべての商品
の質が一定になるよう品質管理も支援

プノンペン

カンボジア
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自
動
車
や
バ
イ
ク
が
切
れ
目
な
く
行
き
交
う

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
。
街
中
に
は
、
伝
統
的

な
仏
教
寺
院
な
ど
が
残
る
一
方
で
、
高
層
ビ
ル

や
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
。

近
年
、
新
興
市
場
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
成
長
の
象
徴
と
も
い
え
る
都
市
だ
。

　
市
街
地
か
ら
東
へ
約
30
キ
ロ
、
東
南
ア
ジ
ア

の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム
国
際
空
港
。こ
の
巨
大
な
空
の
玄
関
の
近
く
に
、

緑
豊
か
な
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
っ
て
い

る
。
約
１
万
６
０
０
０
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
卵

が
学
ぶ
「
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ラ
カ
バ
ン

校
（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
）」※

１
。
現
在
、
タ
イ
国
内
で

学
士
号
を
持
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
多
く
が
こ
こ
を

巣
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
創
設
は
１
９
６
０
年
。
き
っ
か
け
は
50
年
代

後
半
、
そ
れ
ま
で
コ
メ
や
天
然
資
源
な
ど
の
一

次
産
品
に
頼
っ
て
い
た
タ
イ
が
、
外
貨
誘
致
政

策
の
一
環
と
し
て
工
業
化
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
。

し
か
し
そ
の
変
革
を
担
う
〝
人
材
〞
が
大
幅
に

不
足
し
て
い
た
た
め
、
政
府
は
若
手
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
養
成
機
関
と
し
て
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
設
立

を
決
定
。タ
イ
政
府
か
ら
要
請
を
受
け
た
日
本
が
、

無
償
資
金
協
力
を
通
じ
て
「
ノ
ン
タ
ブ
リ
電
気

通
信
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
創
設
当
初
、
セ
ン
タ
ー
に
は
、
放
送
、
電
話
、

電
信
、
送
電
な
ど
電
気
通
信
施
設
の
設
置
・
操
作
・

保
守
方
法
を
学
ぶ
６
カ
月
の
コ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
引
き
続
き
、
講
師
の
育
成
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
な
ど
の
支
援
を
続
け
て

い
た
が
、
や
は
り
こ
れ
だ
け
の
期
間
で
は
、
指

導
者
レ
ベ
ル
の
人
材
を
育
成
す
る
の
に
限
界
が

あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
現
地
を
訪
問
し
た
池
田
勇
人
首
相
（
当

時
）
の
提
案
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
は
64
年
に
３

年
制
の
「
ノ
ン
タ
ブ
リ
電
気
通
信
大
学
」
に
格

上
げ
。
さ
ら
に
卒
業
生
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
成

績
優
秀
者
が
日
本
の
大
学
に
編
入
し
、
学
士
号

を
取
得
す
る
制
度
を
組
み
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
手
を
挙
げ
た
の
が
、

そ
れ
以
降
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
の
下
、
40
年
以
上

に
わ
た
り
多
く
の
教
授
を
現
地
に
派
遣
し
続
け

た
東
海
大
学
だ
っ
た
。

　
71
年
に
は
５
年
制
の
「
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科

大
学
」
と
し
て
再
編
成
さ
れ
、
翌
年
に
は
バ
ン
コ

ク
郊
外
の
ラ
カ
バ
ン
に
移
転
、
現
在
の
「
モ
ン

ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ラ
カ
バ
ン
校
（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｌ
）」
が
誕
生
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
に

対
し
、
デ
ー
タ
処
理
、
電
気
工
学
、
半
導
体
工

学
の
各
分
野
の
専
門
家
を
78
年
か
ら
派
遣
。
そ

の
一
人
、
東
海
大
学
の
飯
島
敏
雄
名
誉
教
授
は
、

「
当
時
は
、
工
学
系
分
野
で
は
タ
イ
語
の
テ
キ
ス

ト
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
英
語
の
資
料
を
あ

ち
こ
ち
か
ら
引
っ
張
っ
て
き
て
、
現
地
の
講
師

た
ち
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
タ
イ
語
版
を
作
り

ま
し
た
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
さ
ら
に
東

海
大
学
で
は
、Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
の
講
師
ら
を
日
本
に

招
い
て
研
修
を
実
施
。
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
研

究
を
続
け
る
日
本
人
の
研
究
者
に
刺
激
を
受
け
、

「
帰
国
後
に
は
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
が
見
違
え

る
よ
う
に
変
わ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と

飯
島
教
授
は
話
す
。

　
97
年
、Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
は
情
報
通
信
分
野
の
研
究

能
力
を
強
化
す
べ
く
、「
情
報
通
信
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
大
学
院
に
設
置
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
５
年

に
わ
た
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
能
力
強
化
を
支
援

し
た
。
２
０
０
０
年
か
ら
数
回
、
短
期
専
門
家

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
東
海
大
学
情
報
通
信
学
部

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
濱
本
和
彦
教
授
は
、「
国

際
協
力
に
か
か
わ
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、

タ
イ
の
学
生
た
ち
は
英
語
能
力
に
も
長
け
て
い

て
優
秀
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
話
す
。
も

は
や
、
ど
の
専
門
家
も
〝
支
援
し
て
い
る
〞

と
い
う
意
識
は
ま
っ
た
く
な
い
。
い
つ
の
間

に
か
、Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
は
一
緒
に
研
究
を
進
め

て
い
く
〝
仲
間
〞
に
な
っ
て
い
た
。

　
現
在
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
03
年
か
ら
実
施

中
の
「
ア
セ
ア
ン
工
学
系
高
等
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｕ
Ｎ
／
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

―

Ｎ
ｅ
ｔ
）」※

２
の
ホ
ス
ト
校
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
。
実

は
、Ａ
Ｕ
Ｎ
／
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ―

Ｎ
ｅ

ｔ
の
事
務
局
長
は
、
東
海
大
学

へ
の
第
一
期
留
学
生
で
Ｋ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｌ
の
学
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
プ
ラ
キ
ッ

ト
・
タ
ン
テ
ィ
サ
ノ
ン
さ
ん
だ
。「
日
本
の
大
学

の
先
生
方
か
ら
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
私
の
息
子
と
娘
も
東
海
大
学

に
留
学
し
た
ん
で
す
よ
」
と
、
流
ち
ょ
う
な
日

本
語
で
話
す
。
彼
は
タ
イ
側
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
し
て
、
自
国
は
も
ち
ろ
ん
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
工

学
系
高
等
教
育
機
関
を
支
え
続
け
て
い
る
の
だ
。

　
昨
年
、
創
設
50
周
年
を
迎
え
た
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
。

携
帯
電
話
の
通
信
ア
ン
テ
ナ
や
日
本
企
業
向
け

の
不
良
品
検
出
技
術
の
開
発
な
ど
、
近
年
は
多

く
の
国
際
的
な
実
績
も
挙
げ
て
い
る
。
一
時
と

も
途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
と

日
本
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ア
ジ
ア
の
さ

ら
な
る
発
展
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て
い
る
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら

専
門
性
を
追
求
し
た
大
学
へ

時
代
を
超
え
て
つ
な
が
っ
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

工
業
化
へ
の
移
行

新
た
な
人
材
の
必
要
性

※2 ASEAN地域の中核大学の工学系分野における研究・教育能力の向上のための技術協力プロジェクト。域内の工学系トップ大学19校
と日本の大学11校が学術ネットワークを形成し、若手教員の高位学位取得留学、共同研究、分野別の地域学術会議、メンバー大学間の教
員派遣などを行う。現在、2008年よりフェーズ2が進行中。

1972年、東海大学の飯田達彦教授から指導を受けるタイ人の学生　

1970年代後半からKMITLは、JICAと協働で他の途上国から研修員を受け入れる第三国
研修も実施。アジア、アフリカなどから研修員が訪れ、電気通信技術の移転を行った

※1 モンクット王は1851～68年にタイ国王に在位したラーマ4世の別称。

KMITLの記念碑に刻
まれたノンタブリ電気通
信訓練センター設立の
銘文

「情報通信技術研究センター」で実験中の修士課程の学生。最新機材が整備
されている

次世代への財産

実施。アジア、アフリカなどから研修員が訪れ、電気通信技術の移転を行った研修も実

※1 モンクット王は1851～68年にタイ国王に在位したラーマ4世の別称。

次次次世世世世代代代代へへののの財財財産産産バンコク

A
S
E
A
N
域
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
工
学
系
高
等
教
育
機
関
と
し
て
知
ら
れ
る

タ
イ
の
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ラ
カ
バ
ン
校
。

創
設
か
ら
50
年
、
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
な
ど
を
通
じ
て

日
本
と
つ
な
が
り
続
け
て
い
る
こ
の
大
学
は

国
の
成
長
の
一
端
を
担
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
学
び
舎
と
な
っ
て
い
る
。

　年
の
つ
な
が
り
の
結
晶

タ
イ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
学
び
舎

タイ
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を〝
一
つ
の
地
域
〞と
し
て

と
ら
え
た
支
援
を
始
め
る
た
め
に
新

設
さ
れ
た「
計
画
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
携

課
」。カ
ン
ボ
ジ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

事
務
所
に
赴
任
経
験
も
あ
る
坂
根
宏

治
課
長
は
、日
本
と
の
関
係
も
重
視
し

な
が
ら
支
援
を
進
め
て
い
る
。

じ
時
代
に
、こ
ん
な
世
界
が
あ
っ
て
い
い

の
か
…
」。
高
校
生
の
時
、ニ
ュ
ー
ス
で
飢

餓
に
苦
し
む
エ
チ
オ
ピ
ア
難
民
を
見
て
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
目
に
た
か
る
ハ
エ
を
追
い
払
う
力
も
な

く
死
ん
で
い
く
孤
児
、死
に
ゆ
く
わ
が
子
に
寄
り

添
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
母
親
。自
分
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
―
。
そ
れ
が
国
際
協
力
に
関
心

を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。大
学
時
代
に
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
所
属
し
、ソ
マ
リ
ア
の
エ
チ
オ
ピ
ア
難
民
キ
ャ
ン

プ
や
タ
イ
の
ス
ラ
ム
へ
の
支
援
活
動
に
参
加
。ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
途
上
国
支
援
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、３
年
目
で
配
属
と
な

っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
で
す
。
内
戦
が
終
わ
っ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
援
助
が
再
開
さ
れ
た
時
期
で
、開
設

さ
れ
た
ば
か
り
の
事
務
所
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
は
所

長
と
私
だ
け
で
し
た
。所
長
が
不
在
の
と
き
は
、所

長
代
行
と
し
て
会
議
に
出
席
し
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
意
見

を
述
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
経
験
が
浅
い
中
、

無
我
夢
中
で
道
路
、橋
、電
気
、水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
技
術
協
力
案
件
の
立
ち
上
げ
に
携
わ

っ
た
こ
と
は
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、国
際
緊
急
援
助
隊
事
務
局
、国
連
日

本
代
表
部
へ
の
出
向
な
ど
を
経
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

事
務
所
に
赴
任
。日
本
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
支
援

は
50
年
以
上
も
続
く
も
の
で
、そ
の
歴
史
の
重
み

を
感
じ
ま
し
た
。
至
る
所
で「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
で

日
本
に
行
っ
た
」、「
日
本
の
専
門
家
と
一
緒
に
仕

事
を
し
た
」と
い
う
話
を
聞
き
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

人
々
の
心
の
中
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
が
息
づ
い
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た

こ
の
よ
う
な
信
頼
関
係
を
途
切
れ
さ
せ
て
は
い
け

な
い
、次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、新
設
さ
れ
た「
計
画
・
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
連
携
課
」に
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
対
す
る
支
援

は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、タ
イ
な
ど
、国

を
単
位
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、よ
り

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
出
す
に
は
地
域
全
体
を
見

る
視
点
も
重
要
で
す
。ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
２
０
１

５
年
に
は
経
済
統
合
を
し
ま
す
の
で
、こ
の
流
れ
に

も
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
新
し
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
当
課
の
役
割
だ
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
経
済
成
長
率
が
５
％
を

超
え
、中
所
得
者
層
が
増
加
し
、目
覚
ま
し
い
変
化

を
遂
げ
て
い
ま
す
。そ
の
過
程
で
、国
の
発
展
や
環

境
変
化
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、格
差
や
雇
用
、少
子
高
齢
化
な
ど
、新

た
な
課
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
日
本
に
対
す
る
信
頼
と
親
近
感
は
深
く
、

東
日
本
大
震
災
で
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
か
ら
多

く
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

私
が
知
っ
て
い
る
日
本
留
学
経
験
者
た
ち
が
日
本

の
た
め
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
目
抜
き
通
り
で
街
頭
募
金

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
日
本
を
非
常

に
身
近
で
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て
い

ま
す
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
日
本
に
対

す
る
親
近
感
は
、

日
本
人
が
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て

抱
く
も
の
以
上

に
大
き
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

日
本
も
、
高

齢
化
、経
済
停

滞
、食
料
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
な

ど
将
来
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、国
と
国
と
の
相
互
依
存
関
係
が
深
ま
っ
て
い

く
中
で
、他
国
の
成
長
と
安
定
は
、日
本
の
成
長

と
安
定
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
す
。
地
理
的

に
も
近
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、こ
れ
か
ら
今
以
上
に
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
は
ず
で
す
。変
革
の
さ
な

か
に
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
、タ
イ
ム
リ
ー
に
効
果
的
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
双
方

が
繁
栄
と
安
定
を
享
受
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

く
こ
と
は
、現
在
、そ
し
て
将
来
に
向
け
て
と
て
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
上

で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
こ
れ
ま
で
に
築
い
た
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
協
力
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
さ

ら
に
生
か
す
べ
き
で
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
事
を
通
じ

て
、そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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JICA 東南アジア・大洋州部
計画・ASEAN連携課　課長

坂根 宏治
SAKANE Koji

1991年JICAに就職。カンボ
ジア事務所、国際緊急援助隊
事務局、国連代表部出向、理
事長室、インドネシア事務所、
東南アジア第二部（カンボジ
ア担当）などを経て、2011年4
月から現職。

同
「

2009年10月、インドネシア事務所在勤時にパダン
沖地震が発生し、国際緊急援助活動に対応する
坂根さん

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
全
体
の
発
展
と
、

日
本
と
の
関
係
強
化
に
貢
献
し
た
い

今年9月に東京で開催されたASEAN、経団連、JICAによる合同シンポジウムでヌラ・スワ
ジャヤＡＳＥＡＮ連結性調整委員会委員長（左）と談笑する坂根さん

From Headquarters
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カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
不
可
欠
な
ア
ク
セ
ス
デ

バ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る
医
療
機
器
に
お
い
て
、世

界
で
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
テ
ル
モ
株
式
会
社
。こ

の
９
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
同
社
と
協
働
し
初
の
官

民
連
携
研
修
を
実
施
。循
環
器
医
療
に
力
を

入
れ
る
メ
キ
シ
コ
の
病
院
か
ら
５
人
の
若
手
医

師
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

近
年
、メ
キ
シ
コ
で
は「
虚
血
性
心
疾
患
」※

に
よ
る
死
亡
者
数
が
増
加
し
、死
因
の
第
２
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
疾
患
の
主
な
治
療
法

は
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
医
療
用
の
管
を
使
っ
て

血
流
を
改
善
さ
せ
る「
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
」。し

か
し
同
国
で
は
、長
い
手
術
時
間
を
要
す
る
太

も
も
の
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
方

法
が
一
般
的
で
、患
者
に
は
身
体
的
・
金
銭
的

に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
日

本
で
は
、手
首
の
血
管
か
ら
挿
入
す
る「
Ｔ
Ｒ

Ｉ
法
」が
主
流
。
合
併
症
の
危
険
性
も
低
く
、

入
院
期
間
が
短
い
た
め
金
銭
的
負
担
が
小
さ
い

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、ア
ク
セ
ス
デ
バ
イ
ス
の

製
造
に
強
い
テ
ル
モ
と
と
も
に「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
法
」を

メ
キ
シ
コ
に
伝
え
る
こ
と
に
。治
療
現
場
の
視

察
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。研
修
員
の
サ
ン
ド
バ
ル
さ
ん
は
、

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
法
の
効
率
性
や
安
全
性
を
実
感
で
き

た
」と
話
し
て
い
ま
す
。

※
心
臓
に
血
液
を
送
る
血
管
が
何
ら
か
の
原
因
で
詰
ま

り
、心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
維
持
で
き
な
く
な
る
疾
患
。

02医療機器メーカーのテルモと初の官民連携研修

03「JICA理事長表彰」に24人・4団体・5事業が選ばれる

　

10
月
１
日
・
２
日
に
、外
務
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
）の
共
催
で「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
１
」が
東
京
・
日
比
谷
公
園
で

開
催
さ
れ
、２
日
間
で
約
11
万
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、「
絆̶

私
た
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
る

世
界
は
日
本
と
と
も
に
。日
本
は
世
界
と
と
も

に
。」が
テ
ー
マ
。東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受

け
た
日
本
に
対
し
、開
発
途
上
国
を
含
め
た
世

界
各
国
の
子
ど
も
た
ち
が〝
絆
〞を
テ
ー
マ
に
描

い
た
絵
や
日
本
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、途
上
国
で

行
っ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
ほ
か
、国
際
協
力
に
関
す
る
ク
イ
ズ

や
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
、Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の

理
解
を
訴
え
ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、国
連

開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
昨
年

７
月
に
立
ち
上
げ
た「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た「
外
務

省
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
座
談
会
ブ
ー
ス
」も
あ
り
、国
際

協
力
に
関
心
が
高
い
学
生
な
ど
多
く
の
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、１
日
に
は「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
モ
デ
ル
の
道
端

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
が
登
場
し
、９
月
に
訪
れ
た
ネ
パ

ー
ル
視
察
に
つ
い
て
報
告
。学
校
を
保
健
活
動

の
場
と
し
て
利
用
し
住
民
の
健
康
改
善
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、果
樹
園
の
生
産
性
向

上
を
支
援
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
現

場
を
訪
れ
た
道
端
さ
ん
は
、「
途
上
国
で
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
る
自
分
と
同
世
代
の
協

力
隊
員
た
ち
の
情
熱
に
驚
き
ま
し
た
」と
話
し

ま
し
た
。

　

２
日
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」代
表
理
事
の
桑
山
紀
彦

さ
ん
に
よ
る
歌
と
語
り「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ『
東

日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
』版
」を
開
催
。東

日
本
大
震
災
で
自
身
も
宮
城
県
名
取
市
で
被

災
し
た
桑
山
さ
ん
は
、「
震
災
発
生
か
ら
半
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
被
災
地
に
関

心
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」と
客
席
に
訴
え
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長

表
彰
の
表
彰
式
が
10
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、

個
人
部
門
で
３
人
、事
業
部
門
で
５
事
業
が

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

個
人
部
門
で
受
賞
と
な
っ
た
の
は
、東
京
工

業
大
学
大
学
院
の
原
科
幸
彦
教
授
、青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
遠
藤
弓
人
さ
ん
、シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楠
川
富
子
さ
ん
。原
科
教

授
は
、環
境
計
画
や
環
境
政
策
の
策
定
方
法

論
に
関
す
る
日
本
の
第
一
人
者
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の「
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
策
定

に
大
き
く
貢
献
。
看
護
師
の
遠
藤
さ
ん
は
セ

ネ
ガ
ル
で
マ
ラ
リ
ア
予
防
に
取
り
組
み
、活
動

先
の
村
で
死
者
数
・
罹
患
者
数
と
も
に
激
減

さ
せ
て
い
ま
す
。カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
中
の
楠

川
さ
ん
は
、看
護
管
理
体
制
づ
く
り
を
推
進
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、昨
年
シ
ハ
モ
ニ
国
王

と
フ
ン・セ
ン
首
相
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
、事
業
部
門
で
は
、特
定
非
営
利
活

動
法
人
ソ
ム
ニ
ー
ド
が
実
施
し
た
草
の
根
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
地
域
住
民
主
導
に
よ

る
小
規
模
流
域
管
理（
マ
イ
ク
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ェ
ッ
ド
・マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）と
森
林
再
生
を

通
し
た
共
有
資
源
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
」な
ど
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
感
謝
賞
」に
つ

い
て
は
、国
際
緊
急
援
助
隊
や
研
修
事
業
な

ど
を
通
じ
て
国
内
外
の
災
害
や
防
災
対
策
へ

長
年
支
援
を
行
っ
て
き
た
兵
庫
県
国
際
交
流

協
会
の
齋
藤
富
雄
理
事
長
を
は
じ
め
、21
人
・

４
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
緒
方
貞
子
理
事
長
は
、東
日
本

大
震
災
で
途
上
国
を
含
む
多
く
の
国
・
地
域

か
ら
支
援
を
受
け
た
こ
と
に
触
れ
、「
国
際
協

力
の
存
在
意
義
を
再
確
認
し
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。協
力
の
最
前
線
で
の
献
身

的
な
ご
協
力
と
ご
尽
力
に
は
、心
か
ら
感
謝

と
敬
意
の
念
を
表
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ２０１１」開催 01

国際協力を身近に感じてもらえるよう、工夫を凝らしたJICA
ブース。2日とも多くの人でにぎわっていた

メインステージで行われたトークセッションでネパール視察を
報告する道端ジェシカさん（中央）と、フリーキャスターの伊藤
聡子さん、JICA南アジア部の市口知英課長

模型を使い、手首の血管からカテーテ
ルを挿入するメキシコ人医師



る
」。
そ
ん
な
生
産
者
た
ち
の
思
い
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
に
ボ
ホ
ー
ル
島
に
デ
ザ
イ
ン
隊
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が
石
井
陽
子
さ
ん
。「
ラ
フ
ィ
ア
の
生
地

に
ビ
ー
ズ
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
別
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
使
っ

た
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
ひ
と
工
夫
し
た
り
、
私
が
ア
イ
デ
ア
を
ち

ょ
っ
と
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
商
品
価
値
の
向
上
を
目
指
し
た

の
で
す
」
と
話
す
。

　
物
心
が
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
海
外
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
石

井
さ
ん
。
国
際
協
力
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
高
校
生
の
時
だ
っ

た
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
小
学
校
建
設
を
支
援
す
る
校
内
の
活
動
に
参

加
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
も
接
す
る
機
会
が
あ

っ
た
の
だ
。
い
つ
か
時
機
が
来
た
ら
自
分
も
協
力
隊
に
応
募
し

た
い―

。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
抱
き
つ
つ
美
術
大
学
に
進
み
、

在
学
中
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
１
年
留
学
し
て
靴
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
。
美
大
卒
業
後
は
水
着
の
デ
ザ
イ
ン
を

手
が
け
た
り
、
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
な
ど
、
経
験
を

重
ね
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
09
年
、
転
機
が
訪
れ
た
。
協
力
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
い
た
ら
、
自
分
の
経
験
が
生
か
せ
る
職
種
を
見
つ
け
た

の
だ
。
そ
れ
が
、
ボ
ホ
ー
ル
島
で
の
商
品
開
発
。「
〝
カ
ー
ド

を
切
る
時
が
来
た
〞と
思
い
ま
し
た
ね
」。
そ
し
て
同
年
９
月
、

現
地
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
石
井
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
貿
易
産
業
省
の
出
先
機
関

の
開
発
部
。
ボ
ホ
ー
ル
島
で
は
観
光
業
が
大
き
な
収
入
源
の
た

め
、
同
機
関
は
手
工
芸
品
な
ど
の
土
産
物
開
発
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
こ
の
部
署
で
は
地
元
企
業
を
対
象
に
、
工
芸
加
工
技
術

な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
直
売
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
地

域
産
業
の
発
展
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
企
業
は
登
録

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
30
以
上
に
も
上
る
た
め
、
石
井
さ
ん
は

そ
の
中
か
ら
連
絡
の
と
り
や
す
さ
や
作
業
員
の
数
な
ど
を
考
慮

し
て
６
つ
の
企
業
を
選
び
、
日
々
巡
回
し
て
商
品
開
発
や
デ
ザ

見
つ
け
た
の
は

自
分
の
経
験
を
最
大
限
生
か
せ
る
場
所

意
志
疎
通
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

デ
ザ
イ
ン
力
の
向
上
を
支
援

青
く
美
し
い
海
を
求
め
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ボ
ホ
ー
ル
島
。

こ
こ
で
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
石
井
陽
子
さ
ん
が
、

バ
ッ
グ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
改
善
し
、
よ
り
〝
売
れ
る
〞商
品
開
発
を
支
援
。

生
産
者
の
デ
ザ
イ
ン
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。
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イ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。「
例
え
ば
、
リ
ボ
ン
が
た
く

さ
ん
付
い
た
ラ
フ
ィ
ア
の
バ
ッ
グ
を
私
が
ま
ず
デ
ザ
イ
ン
し
、

そ
れ
を
生
産
者
に
渡
し
ま
す
。
生
産
者
に
は
そ
の
バ
ッ
グ
を

形
に
し
て
も
ら
い
、
同
時
に
リ
ボ
ン
と
い
う
同
じ
デ
ザ
イ
ン

で
ポ
ー
チ
な
ど
の
違
う
商
品
を
シ
リ
ー
ズ
で
開
発
し
て
も
ら

い
ま
し
た
」
と
石
井
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
商
品
開
発
支
援
の
た
め
、
ボ
ホ
ー
ル
島
に
派
遣
さ
れ
た
隊

員
は
石
井
さ
ん
で
３
人
目
。
先
輩
隊
員
た
ち
に
よ
っ
て
生
産

者
の
要
望
が
調
査
さ
れ
て
い
た
た
め
、「
そ
の
土
台
の
上
で
活

動
で
き
た
の
は
恵
ま
れ
て
い
た
」
と
石
井
さ
ん
は
言
う
。

　
そ
れ
で
も
、
苦
労
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
当
初
、
石
井
さ

ん
が
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
生
産
者
に
渡
し
て
も
、
な
か

な
か
そ
の
通
り
に
は
出
来
上
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。「
こ

れ
ま
で
の
や
り
慣
れ
た
生
産
工
程
で
作
り
た
か
っ
た
と
か
、

指
定
の
色
の
素
材
が
売
り
切
れ
て
い
た
と
か
、
日
本
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
理
由
も
あ
り
ま
し
た
」。
そ
こ
で
石
井
さ

ん
は
、
配
属
先
の
同
僚
の
協
力
を
得
て
現
地
語
で
生
産
者
に

石
井
さ
ん
が
伝
え
た
い
デ
ザ
イ
ン
の
補
足
説
明
を
し
て
も
ら

っ
た
り
、
細
か
い
指
示
は
生
産
者
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
復
唱

し
て
も
ら
っ
た
り
、
サ
ン
プ
ル
を
作
っ
て
持
っ
て
い
っ
た
り

と
、
意
思
疎
通
を
図
る
努
力
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
が
変
化
。
デ

ザ
イ
ン
通
り
の
商
品
も
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。「『
こ

こ
直
し
て
、
も
っ
と
こ
う
し
て
』
と
よ
く
言
い
に
行
く
私
は
、

生
産
者
に
と
っ
て
〝
姑
〞の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
石
井
さ
ん
は
笑
う
。

　
活
動
の
後
半
に
は
、
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
な
ど
開
発
し
た
土

産
物
を
直
売
会
に
出
品
し
た
り
、
商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
た
め
マ
ニ
ラ
や
セ
ブ
島
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
招
待
し
た
り
と
、

販
路
開
拓
の
道
す
じ
も
つ
け
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
た
。

　
２
年
間
の
活
動
を
終
え
、
９
月
に
帰
国
し
た
石
井
さ
ん
。

今
後
は
協
力
隊
で
の
経
験
を
生
か
し
、
観
光
地
で
あ
る
地
元
の

千
葉
県
館
山
市
で
、
房
州
う
ち
わ
の
生
産
な
ど
地
域
の
産
業
に

貢
献
し
て
い
く
予
定
だ
。

　「
毛
糸
を
編
み
込
ん
で
み
た
ら
ど
う
か
な
？
」「
ビ
ー
ズ
も

使
っ
て
み
な
い
？
」

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
か
ら
飛
行
機
で
１
時
間
半
、
国

内
で
10
番
目
に
大
き
い
ボ
ホ
ー
ル
島
の
工
場
で
、
熟
練
の
職
人

さ
ん
が
ラ
フ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
ヤ
シ
の
木
の
繊
維
で
生
地
を
織

っ
て
い
る
。
ボ
ホ
ー
ル
島
で
は
、
特
産
の
ラ
フ
ィ
ア
を
使
っ
た

バ
ッ
グ
な
ど
が
土
産
物
と
し
て
定
番
だ
。
し
か
し
、「
も
っ
と

魅
力
的
な
商
品
を
作
れ
な
い
か
。
も
っ
と
観
光
客
に
買
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
収
入
の
向
上
に
つ
な
が

1982年千葉県出身。美術大
学在学中にイギリスのLondon 
College of Fashionに留学。
2006年水着メーカーに就職
し、「Betsey Johnson」の水
着をデザイン。その後、バッグな
どのデザインに携わる。09～
2011年9月まで、デザイン隊員
としてフィリピンで活動。
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a.石井さんが支援した生産者は、大勢の職人を抱える大規模な工場から母親たちのグループまで、大小さまざま
b.毛糸、ビーズ、キラキラ光るテープ、ストロー、そして新聞に至るまで、使えそうな素材はどんどんデザインに取り入れた
c.「ボホール島を訪れる観光客からかわいいと思ってもらえる商品を開発しなければ」。イラストを見せながら生産者にデザインを説明する石井さん
d.石井さんがデザインしたバッグ。このデザインをベースに、生産者自身にポーチなど商品のバリエーションを増やしてもらうことで彼らのデザイン力を強化した
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「ボホール島の職人さんは、目をつぶってもラフィアを織れるプロでした」。彼らの技術と石井さんの新しいデザインが合
わさって新商品が生まれた

「
デ
ザ
イ
ン
の
力
で

魅
力
的
な
商
品
開
発
を
し
て
ほ
し
い
」

フィリピン
マニラ

ボホール島



月
下
旬
、「
第
66
回
国
連
総
会
」
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
、
玄
葉

光
一
郎
外
務
大
臣
ら
が
出
席
し
た
。

　
野
田
総
理
に
と
っ
て
初
の
外
遊
の
場
と

な
っ
た
今
回
の
国
連
総
会
。
一
般
討
論
演

説
に
登
壇
し
た
野
田
総
理
は
、
冒
頭
、
東

日
本
大
震
災
に
際
し
て
世
界
中
よ
り
示
さ

れ
た
友
情
と
連
帯
に
謝
意
を
表
明
。
復
旧
・

復
興
に
最
優
先
に
取
り
組
み
、
一
日
も
早

い
日
本
の
再
生
を
実
現
し
て
い
く
決
意
を

示
し
た
。

　
ま
た
野
田
総
理
は
、
世
界
経
済
の
成
長

へ
の
貢
献
に
つ
い
て
言
及
。「
日
本
は
途
上

国
の
『
国
づ
く
り
』
や
『
人
づ
く
り
』
を

通
じ
て
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
協
力
し
て

き
た
。
経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
る
中
間

層
を
育
て
る
に
は
、
一
人
一
人
が
能
力
を

向
上
さ
せ
、
そ
れ
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き

る
よ
う
な
社
会
基
盤
の
形
成
が
必
要
」
と

述
べ
た
上
で
、
引
き
続
き
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
積
極
的
に
活
用
し
、
途
上
国

支
援
を
行
っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
ま
た
防
災
に
関
し
て
は
、
度
重
な
る
自

然
災
害
を
経
験
し
、
世
界
各
地
で
災
害
支

援
を
行
っ
て
き
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、「
で

き
る
貢
献
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
来
年
、
被
災
地
の
東
北
で
国
際
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
を
表
明
。
ま
た
２
０

１
５
年
の
「
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
」

を
日
本
に
招
致
し
、
災
害
に
強
い
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
国
際
社
会
で
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
考
え
を
述
べ

た
。

　
そ
の
他
、
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
問
題
、

テ
ロ
根
絶
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
づ
く
り
と

平
和
の
定
着
、「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
地
域
の

干
ば
つ
問
題
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域

9

震災を乗り越え、
世界に貢献する日本

 MDGs

国際会議

の
民
主
化
の
動
き
に
対
す
る
支
援
を
表
明

し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
な
ど

の
各
首
脳
、
潘
基
文
国
連
事
務
総
長
な
ど

と
の
会
談
も
行
っ
た
。

　
一
方
、
玄
葉
外
務
大
臣
は
原
子
力
安
全

及
び
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
連
ハ

イ
レ
ベ
ル
会
合
、
軍
縮
・
不
拡
散
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
第
３
回
外
相
会
合
、
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
閣
僚
級
非
公
式
会
合
に
お
い

て
共
同
議
長
と
し
て
議
論
を
主
導
し
た
ほ

か
、
中
東
情
勢
や
ア
フ
リ
カ
情
勢
に
関
す

る
各
種
会
合
、
安
保
理
改
革
に
関
す
る
Ｇ

４
（
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
）

外
相
会
合
な
ど
に
出
席
し
た
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
、パ
キ
ス
タ
ン
、エ
ジ
プ
ト
、ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
リ
ビ

ア
、
韓
国
の
各
外
相
と
の
会
談
も
行
っ
た
。

　
玄
葉
外
務
大
臣
は
、
国
連
総
会
に
合
わ

せ
て
開
か
れ
た
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
へ
の

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

の
達
成
期
限
ま
で
あ
と
４
年
。こ
れ

ま
で
国
際
社
会
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
み

を
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
１
９
９
０
年

当
時
に
比
べ
て
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
る

分
野
も
多
い
。一
方
で
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
や
世
界
金
融
危
機
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
目
標
の
達
成
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
分
野
も
あ
る
。そ
の
一
つ

が
、「
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
」、「
妊
産
婦
の

健
康
の
改
善
」、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ

リ
ア
、
そ
の
他
の
疾
病
の
ま
ん
延
防
止
」
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
保
健
分
野
だ
。

　
例
え
ば
、
５
歳
未
満
児
の
死
亡
率
は
１
２

５
０
万
人（
90
年
）か
ら
約
８
１
０
万
人（
２

０
１
１
年
）
に
ま
で
減
少
す
る
な
ど
、
一
定

の
成
果
は
見
ら
れ
る
。だ
が
、
多
く
の
子
ど

も
が
生
後
１
カ
月
以
内
に
予
防
・
治
療
が

可
能
な
病
気
で
命
を
落
と
し
て
い
る
中
で
、

残
り
４
年
で
「
５
歳
未
満
児
の
死
亡
率
を
１

９
９
０
年
の
水
準
の
３
分
の
１
に
削
減
さ

せ
る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
日
本
は
、
昨
年
の
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
国

連
首
脳
会
合
」
で
、
２
０
１
１
年
か
ら
の
５

年
間
で
50
億
ド
ル
の
資
金
供
与
を
含
む
「
新

国
際
保
健
政
策
」
を
発
表
、
支
援
強
化
を
打

ち
出
し
た
。ま
た
、
今
年
６
月
に「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
」
を
、
９
月
の
国
連

総
会
で
は
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
閣
僚
級
非
公
式
会

合
」
を
開
催
し
、
国
際
社
会
の
取
り
組
み
を

主
導
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
９
月
16
日
に

は
外
務
省
国
際
協
力
局
に
「
国
際
保
健
政
策

室
」
が
設
置
さ
れ
た
。支
援
体
制
を
整
え
た

上
で
、
す
で
に
効
果
の
上
が
っ
て
い
る
保
健

サ
ー
ビ
ス
・
施
策
の
拡
大
や
他
の
開
発
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
を
進
め
、
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
計
画

だ
。

「
ミ

人
道
支
援
に
関
す
る
閣
僚
レ
ベ
ル
・
ミ
ニ
・

サ
ミ
ッ
ト
に
も
出
席
。
こ
れ
は
、
過
去
60

年
で
最
悪
と
い
わ
れ
る
干
ば
つ
に
よ
り
、

「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
４
カ
国
（
ソ
マ
リ
ア
、

ケ
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ジ
ブ
チ
）
で
１

３
３
０
万
人
が
食
糧
不
足
に
直
面
し
、
多

数
の
難
民
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
潘
基
文
国
連
事

務
総
長
と
４
カ
国
の
首
脳
な
ど
が
演
説
し
、

同
地
域
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
要
請
し
た
。

玄
葉
外
務
大
臣
は
、「
東
日
本
大
震
災
の
際

に
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
表
明
さ
れ
た
温
か

い
連
帯
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、

日
本
と
し
て
深
刻
な
干
ば
つ
被
害
へ
の
対

策
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
協
力
し
て
進
め
て

い
き
た
い
」
と
発
言
。
今
年
す
で
に
供
与

し
て
い
る
１
億
ド
ル
近
い
支
援
に
加
え
、

今
後
新
た
に
約
２
１
０
０
万
ド
ル
の
食
糧

支
援
を
実
施
す
る
旨
を
表
明
し
た
。

達成が危ぶまれる保健分野
日本は積極的に支援！

ミャンマー 

９
８
８
年
か
ら
軍
事
政
権
が
国
を
支

配
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
、
こ
の

と
こ
ろ
民
主
化
へ
の
明
る
い
兆
し
が
見
え
始

め
て
い
る
。昨
年
11
月
に
総
選
挙
が
実
施
さ

れ
、
民
主
化
運
動
指
導
者
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
女
史
の
自
宅
軟
禁
措
置
が
解
除
。

さ
ら
に
今
年
に
入
り
軍
政
か
ら
民
政
に
移
管

さ
れ
、約
50
人
の
政
治
犯
が
釈
放
さ
れ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
民
主
的
で
市
場
経
済
に
立

脚
し
た
国
と
し
て
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

の
繁
栄
・
安
定
・
統
合
に
貢
献
す
る
国
と
し

て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
は
同
国
の

民
主
化
や
貧
困
削
減
、
市
場
経
済
化
の
着
実

な
進
展
が
重
要
と
の
立
場
。外
務
省
は
２
０

０
３
年
以
降
は
緊
急
性
や
人
道
性
の
高
い
案

件
を
除
い
た
新
規
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援

助
）を
基
本
的
に
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、
最
近

の
こ
う
し
た
情
勢
の
進
展
を
踏
ま
え
、一
般
市

民
が
直
接
恩
恵
を
受
け
る
基
礎
生
活
分
野

（
B
H
N
）を
中
心
に
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い

く
考
え
を
表
明
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
９
月
に
は
、
２
件
の
無
償
資

金
協
力
の
実
施
に
向
け
た
交
換
公
文
の
署
名

が
両
国
間
で
行
わ
れ
た
。一
つ
が
、新
た
な
水

源
開
発
を
行
う
「
中
央
乾
燥
地
村
落
給
水
計

画
」だ
。中
央
乾
燥
地
で
は
雨
水
を
生
活
用
水

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
乾
期
に
な
る
と
枯

渇
し
て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
。こ
の
計
画
が

進
め
ば
、
87
村
の
住
民
約
９
万
８
０
０
０
人

に
安
全
な
水
が
継
続
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
日
本
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
若
手
行
政
官
な
ど
に
奨
学
金
を
給
付
す
る

「
人
材
育
成
奨
学
計
画
」。ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

２
０
０
０
年
ま
で
大
学
が
断
続
的
に
閉
鎖
さ

れ
て
き
た
た
め
、
将
来
の
国
づ
く
り
を
担
う

優
秀
な
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。日
本
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
情
勢
を
引
き
続
き

見
守
り
つ
つ
、地
域
の
安
定
と
発
展
に
向
け
、

同
国
を
支
援
し
て
い
く
考
え
だ
。

基礎生活分野を中心に
支援を活性化

第66回国連総会開催

「第66回国連総会」に出席した野田佳彦内閣総理大臣。滞
在期間中は、潘基文国連事務総長とも会談を行った
○c UN Photo/Evan Schneider

期限まであと４年

ミャンマーに民主化の兆し

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

1

■保健分野のMDGs

■ミャンマーの民主化に向けた動き

水不足が深刻なミャンマーの中央乾燥地で、日本は生活用
水の水源開発を支援予定

生まれたばかりの赤ちゃん（モロッコ）。途上国では予防・治
療可能な病気で多くの乳幼児の命が失われている
（撮影：久野真一）

■国連防災世界会議とは…

■保健■保健分野の分野 MDGs

（撮影：久野真 ）

乳幼児死亡率の削減
●2015年までに5歳未満児の死亡率を1990年
の水準の3分の1に削減させる

妊産婦の健康改善
●2015年までに妊産婦の死亡率を1990年の水
準の4分の1に削減させる
●2015年までにリプロダクティブ・ヘルス（性と生
殖に関する健康）への普遍的アクセスを実現する

HIV／エイズ、マラリア、
その他の疾病のまん延防止
●2015年までにHIV／エイズのまん延を阻止し、
その後減少させる
●2010年までにHIV／エイズの治療への普遍的
アクセスを実現する
●2015年までにマラリアおよびその他の主要な
疾病のまん延を阻止し、その後減少させる

特
徴

関
連
す
る
最
近
の
動
き

過
去
の
開
催

①日本のイニチアチブのもと、141カ国により共同提
　案された国連主催の会議
②国連加盟国、国際機関、NGOなどが参加
③世界の防災戦略などを議論
④日本の災害経験・防災ノウハウを世界に発信

第2回国連防災世界会議（神戸開催）で採択された
「兵庫行動枠組み2005-2010」（5つの優先行動）
の進捗状況を点検・評価し、今後の推進策を検討す
るため、2011年5月、国連主催で「第3回防災グロー
バル・プラットフォーム会合」がジュネーブにて開催。
168カ国の国連加盟国、25の国際機関、65の民間
団体およびNGOなどから2,600名以上が参加。地
方自治体レベルの防災投資の強化など、今後の推進
のための具体的な取り組みが示された。

1994年　第1回会議開催（横浜市）
2005年　第2回会議開催（神戸市）
☆2015年の第3回会議も日本での開催を目指す。

November 2011                        2627                         November 2011

2010年
11月

2011年
1・2月

3月

7・8月

総選挙実施。アウン・サン・スー・チー女
史の自宅軟禁措置が解除

総選挙の結果に基づく国会が召集され、
正副大統領が国会で選出

新政権発足。国名を「ミャンマー連邦」か
ら「ミャンマー連邦共和国」へ変更。国家
平和開発評議会から政権が委譲された

テイン・セイン大統領とスー・チー女史
が会談



※ケニアの首都ナイロビにあるアフリカ最大のスラム街。

さ
ん
、
今
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　
９
月
９
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
本
部
。
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
の
記
者
が
集

ま
る
会
議
室
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
日
本
人

に
は
お
な
じ
み
の
、
あ
の
は
じ
け
る
よ
う
な

笑
顔
の
女
性
。
一
瞬
の
う
ち
に
、
そ
の
場
の

雰
囲
気
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
橋
尚
子
で
す
！
」

　
そ
う
、
こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
は
、
シ
ド
ニ
ー

五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
Ｑ
ち

ゃ
ん
こ
と
、
高
橋
尚
子
さ
ん
。
今
回
、
３
人

目
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
誕
生
を
受
け
て
、
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
記

者
会
見
が
行
わ
れ
た
の
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

日
本
の
人
々
に
開
発
途
上
国
の
現
状
や
国
際

協
力
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
協
働
で
広
報
活
動
に
取
り
組
む
著
名
人

の
こ
と
。
世
界
各
地
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
視
察
し
、
帰
国
後
に
国
内
で
国
際
協
力
関

係
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
躍
の
場
で
報
告
会
な
ど
を
行
う
。

　
す
で
に
、
２
０
０
２
年
か
ら
プ
ロ
テ
ニ
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ク
ル
ム
伊
達
公
子
さ
ん
、
04

年
か
ら
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
北
澤
豪
さ
ん
が

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
中
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業

の
視
察
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
テ
ニ
ス
や
サ
ッ
カ
ー
の
教
室
を
開

く
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
協
力
」
も
展
開
中
だ
。

　
Ｑ
ち
ゃ
ん
と
国
際
協
力
―
。
も
し
か
し
た

ら
、
な
ぜ
？
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
現
役
引
退
後
、「
こ
れ
ま
で
応
援

し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
、
彼
女
は
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
社
会
貢
献

活
動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
い
る

の
だ
。

　
そ
の
一
つ
が
、
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
で
実

施
中
の
「
ス
マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
〝
Ｑ
ち
ゃ
ん

ス
タ
イ
ル
の
国
際
協
力
〞。
ケ
ニ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
途
上
国
で
は
、
貧
し
さ
故
に
靴
が
買

え
な
い
家
庭
も
多
い
。
し
か
し
、
は
だ
し
で

は
足
か
ら
ば
い
菌
が
入
っ
て
し
ま
い
感
染
症

に
か
か
っ
て
し
ま
う
―
。
そ
の
事
実
を
知
っ

た
Ｑ
ち
ゃ
ん
は
、
環
境
雑
誌
『
ソ
ト
コ
ト
』

と
協
働
で
「
ス
マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た

ち
に
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
回
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
日
本
の
家
庭
の
靴
箱
で
眠
っ

て
い
る
き
れ
い
な
運
動
靴
を
集
め
て
、
ケ
ニ

ア
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
っ
て
い
る
。

　「
初
め
て
キ
ベ
ラ
ス
ラ
ム
※
の
子
ど
も
た
ち

に
出
会
っ
た
と
き
、
そ
の
悲
惨
な
状
況
に
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
Ｑ
ち
ゃ
ん
。

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、

学
校
に
も
行
け
な
い
…
。
地
面
は
ぬ
か
る
ん

で
い
て
、〝
走
る
〞
な
ん
て
、
と
て
も
危
険
で

で
き
な
か
っ
た
。「
少
し
で
も
彼
ら
が
未
来
に

光
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
」。

そ
ん
な
思
い
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
の
思
い
に
協
力
し
た
い
と
、
靴

の
配
布
先
と
し
て
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動

地
を
紹
介
す
る
な
ど
の
協
力
を
続
け
て
き
た
。

　
今
年
８
月
、
１
年
３
カ
月
ぶ
り
に
ケ
ニ
ア

の
地
を
再
び
踏
ん
だ
Ｑ
ち
ゃ
ん
。「
靴
を
も
ら

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ

っ
た
の
か
を
見
に
来
ま
し
た
」。
彼
女
に
と
っ

て
３
回
目
と
な
る
ケ
ニ
ア
。
自
分
の
や
っ
て

き
た
こ
と
が
ど
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

不
安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
で
も
現
地
で
は
、
彼
女
が
想
像
す
る
以
上

の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。
靴
を
も
ら
っ
て

〝
走
る
こ
と
〞
へ
の
喜
び
を
知
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
。
自

分
自
身
の
足
で
未
来
を
開
拓
す
る
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
た
の
だ
。「
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ

ー
は
す
ご
い
。
彼
ら
が
も
っ
と
前
に
進
ん
で

い
け
る
よ
う
に
応
援
し
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
誓
っ
た
。

　
今
回
の
訪
問
中
、Ｑ
ち
ゃ
ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
視
察
。
青
年
海
外
協
力
隊

の
長
谷
川
幸
子
隊
員
（
環
境
教
育
）
の
活
動

先
の
一
つ
、
ナ
ロ
ク
小
学
校
で
は
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
川
で
の
水
く
み
も
体
験
し
た
。

「
こ
ん
な
に
重
い
も
の
を
毎
日
運
ん
で
い
る
な

ん
て
…
」
と
驚
い
た
様
子
。
厳
し
い
現
実
を

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
も
、「
彼
ら
は
水
の

あ
り
が
た
み
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
水
道
か

ら
水
が
出
る
の
は
〝
当
た
り
前
〞
で
は
な
い
。

こ
こ
に
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
ス
マ
イ
ル 

ア

フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
並

行
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
国
・
地
域
に
足
を
運
ぶ
こ
と

に
な
る
Ｑ
ち
ゃ
ん
。「
日
本
の
皆

さ
ん
に
、
国
際
協
力
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
む
。
さ

ら
に
、「
私
の
得
意
分
野
は
や
っ

ぱ
り
マ
ラ
ソ
ン
。
途
上
国
で
走
る

こ
と
の
楽
し
さ
も
伝
え
ら
れ
た

ら
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
こ
れ
か
ら
〝
Ｑ
ち
ゃ
ん
ス
マ
イ

ル
〞
が
、
途
上
国
で
懸
命
に
生
き

る
人
々
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
与

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ケ
ニ
ア
で
出
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と

途
上
国
の
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い

「
皆

今年は2,329足の運動靴をケニアの子どもたち
に贈った。「これをきっかけに、子どもたちの生活
や気持ちに少しでも変化が生まれれば」

現役引退後、ケニアの子どもたちに運動靴を贈る 
「スマイル アフリカ プロジェクト」などを通じて、

国際協力に取り組んできた高橋尚子さん。
自分の目で見た途上国の現実をより多くの人に伝えたいと、

今年９月、JICAのオフィシャルサポーターに就任した。

JICAがケニアで実施中の「ケニア理数科教育強化計画プロジェクト」を視察。
「JICA専門家の方のアドバイスを参考に、現地の先生が子どもたちの反応を見ながら
楽しい授業をしようと工夫しているのが印象的でした」

「スマイル アフリカ プロジェクト」の一環として毎年開催される「ソトコト サファリ
マラソン」のフロントランナーも務めるQちゃん。「スポーツの基本は準備体操で
す！」。今年は東日本大震災を受けて「チャリティーラン」が行われた

長谷川隊員の活動先の子どもたちと水運び。「頭に乗せたら軽く感じますね。
なるほど！」

日
本
に
国
際
協
力
を

広
め
る
た
め
に

高橋尚子さん
新たな国際協力のステージへ

～JICAオフィシャルサポーターに就任～

「アジアや中東など、いろんな国に行ってみた
い」とQちゃん。「2016年夏季オリンピックの
開催国ブラジルが直面しているアマゾンの環
境問題にも関心があります」

November 2011                          2829                         November 2011



Brazil
地球ギャラリー vol.38緑のじゅうたんが広がるアマゾン川流域で行われるピメンタ

（コショウ）の収穫。アグロフォレストリー農法により、熱帯作
物のカカオやアサイー、樹木のマホガニーが混植されている

［ブラジル］
写真・文＝久野 真一（JICA広報室）も

う
一
つ
の
日
本

―
日
系
社
会
の
夢
―
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「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
農
法
」※
を

実
践
し
て
い
る
。入
植
後
、苦
労
し
な
が

ら
こ
の
農
法
に
取
り
組
ん
で
き
た
夫
妻
。

広
く
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
休

日
は
農
業
指
導
を
行
い
、今
で
は
、周
辺

か
ら
多
く
の
人
々
が
小
長
野
氏
の
農
園

に
研
修
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　〝
約
束
を
守
り
勤
勉
に
働
く
〞日
系
人

は
、現
地
の
言
葉
で「
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ス
・

ガ
ラ
ン
チ
ー
ド（
信
頼
で
き
る
日
本
人
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。日
系
人
の
保
証
人
が

い
れ
ば
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
ら
れ
る
、

そ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
。

か
れ
て
い
た
。１
９
６
０
年
代
に
こ
の
地

に
渡
っ
た
男
性
は
、「
初
期
の
入
植
者
に

は
農
業
に
適
し
た
平
坦
な
土
地
が
与
え

ら
れ
た
が
、そ
れ
以
降
の
入
植
者
は
ア
マ

ゾ
ン
奥
地
の
条
件
の
悪
い
土
地
し
か
な

か
っ
た
。そ
れ
で
も
、疫
病
や
差
別
と
闘

い
な
が
ら
開
墾
し
、電
気
、水
道
、ガ
ス
も

な
い
生
活
を
10
年
間
続
け
た
」と
話
す
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、河
口
の
町
ベ
レ

ン
か
ら
車
と
フ
ェ
リ
ー
で
５
時
間
ほ
ど

の
街
ト
メ
ア
ス
ー
。日
系
一
世
の
小
長
野

夫
妻
は
、日
本
の
農
業
の
知
識
を
生
か

し
、疫
病
に
強
い
持
続
的
な
農
業
経
営

　「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
」と
聞
い
て
、日
本

に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
が
一
体
ど
れ
だ
け

そ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。地
球

の
反
対
側
に
あ
り
、日
本
で
は
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
い
ブ
ラ
ジ

ル
。し
か
し
そ
こ
に
は
、世
界
で
一
番
大

き
な
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
す

る
。戦
前
の
１
９
０
８
年
か
ら
戦
後
に
か

け
、ブ
ラ
ジ
ル
全
域
に
入
植
し
た
日
本
人

が
築
い
た
も
の
だ
。

　
７
月
、ア
マ
ゾ
ン
川
中
流
域
に
あ
る
人

口
約
１
８
０
万
人
の
街
マ
ナ
ウ
ス
を
訪
れ

る
と
、入
植
地
50
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

※林業と農業を同時に行い、森を守り育てながら農地としても活用して
いく環境配慮型の農法。 カカオの収穫。広い農園、熟した実を見定め、次 と々刈り取っていく

d.船でアマゾン川を渡る。以前はベレンからトメアスーまで
船を乗り継ぐしかなく一日かかったが、今は橋が架けられ道
も良くなったため、農作物の出荷も便利になった
e.マナウスで行われた入植地50 周年パーティー
f.現在は農業から離れて街に暮らす日系人も多い。記念
パーティーで同期の入植仲間と再会し盛り上がる
g.日系の小学校。日本の道徳を教育方針に据え、日系人
の子弟のみならず、地元の子どもたちも学んでいる

abc

a.虫も大好き！化学肥料・農
薬をほとんど使わず、バランス
のとれた生態系の中で元気
に育つ果実
b.1950 年代、日系農家に躍
進をもたらした“黒いダイヤ”と
呼ばれる黒コショウ。その後の
不作・不況の反省から新農法
が進められ、現在もアマゾンを
代表する作物となっている
c.トメアスーに暮らす小長野
夫妻

d

e

f

g
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１
１
０
０
万
人
を
擁
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

最
大
の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
。こ
こ
に
は
、

約
１
０
０
万
人
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て

い
る
。街
の
中
心
に
あ
る
リ
ベ
ル
ダ
ー
ジ

地
区
は「
日
本
人
街
」と
し
て
親
し
ま
れ
、

日
本
建
築
を
模
し
た
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ

一
角
で
は
、日
系
人
が
日
本
風
の
民
芸
品

を
売
る
。

　
し
か
し
近
年
、中
国
や
韓
国
か
ら
の
移

民
が
増
え
、２
０
０
４
年
ご
ろ
か
ら
は

「
東
洋
人
街
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。ブ
ラ
ジ
ル
に
限
ら
ず
多
く
の
移
住
先

に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、日
系
四
世
や
五

世
の
世
代
に
な
り
非
日
系
人
と
の
同
化

が
進
ん
だ
結
果
、た
と
え
日
本
語
を
話
す

こ
と
が
で
き
て
も
、読
み
書
き
は
苦
手
と

い
う
人
が
増
え
て
い
る
。

首都 ： ブラジリア
面積 ： 851.2万㎢（日本の22.5倍）
人口 ： 約1億9,500万人（2010年）
公用語 ： ポルトガル語
宗教 ： キリスト教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 9,390ドル（2010年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、アメリカ各都市での乗り継ぎが
一般的。
通貨 ： レアル（BRL）　1BRL=約41.9円（2011年10月現在）
気候 ： 地域によって亜熱帯性気候、半砂漠型乾燥気候、温帯性
気候などに分けられる。北東部が最も乾燥しており、降水量が多い
のはアマゾン地域。5～11月が乾期、12～4月が雨期。

ビリンガム湖の前でサッカーをする青年たち。都市化に下水システムが追いつかず、湖の
汚染が問題になっている

夕日に沈む高層ビル群。巨大なサンパウロの中心にリベルダージはある　　　

　
日
本
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
日
系
三
世
の
30
代
の
若
者
と

出
会
っ
た
。日
本
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
な
が

ら
も
、日
本
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
し
て
見

ら
れ
、期
待
し
た
仕
事
に
は
就
け
な
か
っ

た
そ
う
だ
。し
か
し
、日
本
で
日
本
人
の

優
し
さ
に
触
れ
た
彼
の「
今
で
も
日
本
を

誇
り
に
思
う
」「
東
日
本
大
震
災
を
と
て

も
心
配
し
て
い
る
」と
い
う
言
葉
が
心
に

重
く
響
く
。

　
長
年
、現
地
で
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
懸
け
橋

に
な
っ
て
き
た
日
系
社
会
。日
系
人
は
、

日
本
に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
以
上
に
祖
国

を
愛
し
て
い
る
。日
本
は
い
つ
ま
で
も

「
夢
」の
あ
る
国
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。も
う
一
つ
の
日
本
を
訪
ね
、

そ
う
思
っ
た
。

サンパウロの日本人街、リベルダージ地区。地下鉄駅前の広場に出店が並び、賑わっている

広場でつめヤスリを売る日系人。ハンドメイドでご自慢の一品

片側三車線の道路に架かる「大阪橋」はリベルダージのメインス
トリートになっている

ブラジル料理
ブラジル流揚げ餃子
「パステウ」

　ブラジルの日系社会では、味噌汁、白
飯、漬物、豆腐、マグロとタコの刺身といっ
た日本食がよく食べられる。一方、ブラジ
ル料理も一般的で、定番はガーリックライ
ス、「フェジョン」という名の豆シチュー、牛
肉、サラダが添えられた定食。豚の足や
耳、チョリソ、ベーコンなどと豆を煮込んだ
「フェイジョアーダ」は代表的な一品だ。
　ほとんどのメニューにタマネギとニンニ
クが入っているブラジル料理。塩とコショ

ウのみで味付けすることが多く、味は至っ
てシンプル。またブラジルは、海外からの
移民が多い多文化国家のため、イタリア、
スペイン、ポルトガル、中国、韓国など、さま
ざまな料理が家庭でもよく作られている。
　おやつとして人気の揚げ餃子「パステ
ウ」は、週に一度のフェイラ（路上市場）な
どで１年中いつでも手軽に買うことができ
る。皮は小麦粉、塩、サラダ油、卵、酢、
水、ピンガ（サトウキビで作られた蒸留酒）
で作り、揚げるとパリッとした食感。中身の
具は、ひき肉、チーズ、鶏肉、パウミート（ヤ
シの芽）、バカリャウ（乾燥タラ）などを好
みで入れる。具を変えればさまざまなバリ
エーションが楽しめる。

【材料（10～15個分）】
パステウの皮（30×10センチ）10～
15枚／牛ひき肉300ｇ／タマネギ小
１個／ニンニク小１片／パセリ大さじ１
／油大さじ２／塩コショウ少々
【作り方】
1.フライパンに油をひき、みじん切り
にしたタマネギとニンニクを炒め、
香りが出たらひき肉を入れてカラッ
となるまで炒める。塩コショウし、パ
セリ（みじん切り）を合わせて火を止
める。

2.パステウの皮に1を乗せたら半分
に折って周りをフォークで押さえて
閉じる。

3.180度の油で一つずつ両面を揚げ
ていき、キツネ色になったら出来上
がり。

☆皮は餃子の皮でも代用可能。具は
チーズとハム、シナモンシュガーとバ
ナナ、ツナとタマネギ、チーズとトマト
などでもおいしい。

アマゾン川

皮に具を乗せ
て包む。皮は
市販されてお
り、日本ではブ
ラジル食品専
門店などで購
入可能

編集協力：山形エレナ（財団法人 海外日系人協会）

ブラジル

ブラジリア

マナウス
ベレン
トメアスー

サンパウロ



医
療
と
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

日
系
社
会
を
支
援

長
い
歴
史
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
へ
の
支
援
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
高
齢
者
福
祉
と
人
材
育
成
、

そ
し
て
日
本
に
暮
ら
す
日
系
人
児
童
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　現在、北米・中南米を中心に、全世界には
290万人を超える日系人が暮らす。そのうちブ
ラジルの日系人は約150万人を占めるといわ
れる。ブラジル社会への日系人の進出は目覚
ましく、農業、医療、司法、政治など、あらゆる
分野で活躍。日系人は日本との“架け橋”とな
り、二国間の親密な関係を築く重要な役割を
果たしている。
　JICAのブラジル日系社会への支援は、戦
後の国策で移住した人々への土地購入や営
農資金などの貸し付け、土地の造成・分譲な
どのほか、農業指導や日本独自の制度である
農協の組織化、医療衛生の確保や継承日本
語教育※の充実など、現地での安定した生活
基盤をつくることから始まった。時代を経てブラ
ジルの日系社会に変化が生まれ、抱える問題
も変わってきている。
　現在、ブラジル日系社会が直面しているの
は、移住者の高齢化や、海外への出稼ぎの増
加による日系社会の空洞化などの課題。さら
に三世以降になると親世代が現地で生まれ
育った家庭も多く、価値観や文化がブラジル
社会に根付いたものとなる一方、日系社会の
ニーズとしては、同世代に日系人としてのアイ
デンティティーを持ってほしいとの期待感もあ

る。また、出稼ぎなどで日本にやって来た日系
人の子どもたちは日本語でのコミュニケーショ
ンが難しく、日本の学校制度にもなじみづらい。
　こうした日系人が抱える課題に対応するた
め、JICAはさまざまな支援を展開。特に高齢
者福祉と人材育成の分野に重点を置いてい
る。高齢者福祉の分野で行っているのが、日
系団体による巡回診療への助成。医療機関
が遠い地域に医師と看護師がレントゲン車両
で回り、日系人の高齢者の診察に当たってい
る。また、日系団体の高齢者施設などにリハビ
リや介護、ソーシャルワーカーのJICAボランテ
ィアが派遣されている。
　人材育成の分野では、日本の地方自治体、
NGO、大学、企業などとの協働でブラジルから
日系人を受け入れ、各組織が持つノウハウを
生かした研修事業を実施している。研修分野
は医療、福祉、農業、品質管理、コンピュータ
ー技術、地域活性化など多岐にわたり、日本
の特色を生かしたものも多い。ブラジルへ帰国
した後に、この研修で学んだ経験を日系社会
や地域の発展に生かしてもらうのが目的だ。
　そして現在、特に力を入れている支援とし
て、日本各地に住む日系ブラジル人児童への
教育支援が挙げられる。1990年以降、出稼

ぎなどで来日する日系人が増加する中、日本
語を十分話せない子どもたちは日本社会にな
じめず、不登校や学力低下といったさまざまな
問題が生まれている。そこでJICAは、2008年
の「日本ブラジル交流年（ブラジル移住100
周年）」を契機に、公立学校の現職の日本人
教員をブラジルの正規教育機関に派遣する
「日系社会青年ボランティア現職教員特別参
加制度」を文部科学省とともに立ち上げた。こ
れは、日系社会に派遣された日本人教員が約
2年間現地で日本語教育などに携わることで、
日本語や情操教育、日本の教育制度やカリキ
ュラムなどを学びたいというブラジル側のニー
ズに応えると同時に、教員自身もポルトガル語
やブラジルの文化・生活習慣・学校教育などを
学ぶことができる制度だ。運動会や文化祭と
いった学校行事の企画・運営、委員会活動の
活性化などにも、日本人教員の経験が大いに
生かされている。
　この制度に参加した教員は現地で培った経
験を生かし、帰国後、日本に暮らす日系人児
童の適切なケアに当たっている。また、他の教
員や日本人および日系人保護者との間をつな
ぐ重要な役割も果たしている。

JICAの活動
in ブラジル

［上］九州で行われた日系研修「地域活性化コース」
では、その土地にしかない特産品を生産して地域振
興につなげる大分の「一村一品運動」を視察
［下］大阪では日系研修「鍼灸学コース」を実施。実
際に研修員同士で、はり・きゅうの練習を行っている

［左］「日系社会青年ボランティア現職教員特別参加制度」
で、サンパウロ市の日系人が運営する学校、平成学院で日本
語を教える馬場康文教員（左）
［右］ブラジルの日系人が運営する学校で約2年間日本語教育
などを行った伊藤志須雄さんは、現地での経験を生かし、帰国後
は生徒の約半数が外国籍の愛知県の小学校で指導に当たる

地球ギャラリー vol.38

高齢化対策のため、日系団体「サンパウロ日伯援護
協会」が実施している巡回診療をJICAが助成

※日本語と日本文化の継承を目的とした教育。
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新 着 情 報

『地球にやさしい生活』
ニューヨークに暮らす作家のコリン・ビーヴァンは、妻のミシェルと2歳
の娘イザベラとともに、“地球に優しい”実験を始める。それは大都会の
真ん中で、車もテレビも電気も使わず、ごみも出さず、1年間新しいもの
は何も買わないという究極のエコ生活だった。かつての便利な生活を
捨てた彼らが試行錯誤の末に見いだした、地球にとって、そして家族に
とって本当に必要なものとは―。笑いあり涙ありの彼らの実験生活に
密着したドキュメンタリー。

写真展『Slum Walker』
コミュニケーションが希薄化する都市部の中で、豊かな人間関係を実
らせているスラム地域。人々は多くの問題を抱えながらも、喜怒哀楽の
感情を惜しみなく使って生きている。本展では、10年間アジア・アフリ
カのスラムを撮り歩いた写真家・池田啓介氏の作品（約70点）をモノ
クロで紹介する。

E  VENT

M  OVIE

37                         November 2011

B  OOK

『稲作革命SRI　飢餓・貧困・水不足から世界を救う』
肥料・農薬・水・種もみを減らして収穫を増やす画期的なイ
ネ栽培方法として知られる「SRI」。マダガスカルで生まれ
たこの農法により、“稲作革命”とも称されるほどの大きな
成果を上げた地域もあ
り、今、飢餓や貧困、水不
足に苦しむ人々を救う農
業技術として国際的に注
目されている。本書はSRI
の特徴、普及の経緯、各
国での取り組み状況・課
題などを紹介。さらにSRI
が地球環境や地域社
会、人々にもたらす効果、
日本における可能性につ
いても検証している。

B  OOK

『職業は武装解除』
23歳でアフリカに渡り、翌年に国連ボランティアになって
からアフガニスタン、ソマリア、スーダン、シエラレオネ、ルワ
ンダ、コートジボワールなど、世界の紛争地を仕事場として
きた著者。その職業は戦
争で壊れた社会を立て直
す「武装解除」―。兵士
を除隊させ、武器を回収
することだ。本書は、群馬
の田舎で育った著者が
国連、外務省、NGOとい
くつもの組織を渡り歩き、
世界の紛争と向き合って
きた約10年間の記録。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2009年／アメリカ／92分
監督：ローラ・ギャバート、ジャスティン・シャイン
出演：コリン・ビーヴァン、ミシェル・コンリン
公開：シネマジャック＆ベティ（横浜）ほか、全国順次公開予定
URL：yasasii-seikatsu.com
問：アンプラグド　TEL：03-6408-0625

○c Oscilloscope Laboratories,2009

J-SRI研究会 編
日本経済新聞出版社
2,100円（税込）

＜東京＞
会期：11月22日（火）～28日（月）
10時半～18時半（最終日は15時まで）
会場・問：新宿ニコンサロン　TEL：03-3344-0565

＜大阪＞
会期：2012年3月15日（木）～21日（水）
10時半～18時半（最終日は15時まで）
会場・問：大阪ニコンサロン　TEL：06-6348-9698
URL：www.nikon-image.com/activity/salon/

瀬谷ルミ子 著
朝日新聞出版
1,470円（税込）



﹇
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　ラオス南部サラワン県のホアイフン
村。年中暑いこの国では珍しく、比較的
涼しい山間部に位置する少数民族の村
では、日本人にもおなじみのバナナの栽
培が盛んだ。
　今までは“食べる”だけだったこのバ
ナナを使って、最近、ちょっとした変化
が起こっている。収穫後に捨てていたバ
ナナの茎の繊維を糸にし、その糸で布
を織って小物を作ろうという試み。JICA
の支援を受けて村の女性グループが立
ち上がり、村のPRにつながる新しい特
産品の開発が進行中だ。
　“バナナ糸”を作るには、まず茎の皮
を一枚一枚はがし、ヘラで不純物をそぎ
落として繊維を抽出。乾燥させてから一

本一本結んで糸にして植物で染色する。
最後に、村に代々伝わる織機で布を織
るという手順だ。大変手間のかかる作
業だが、多摩美術大学からも技術指導
を受けながら、毎日懸命に作業に取り組
んでいる。「バナナの繊維を使った織物
は、ラオスでは初めての試み。村の女性
たちも誇りを持って取り組んでいます」と
プロジェクトリーダーの米坂浩昭さん。
村のマーケットだけではなく、最近、首都
ビエンチャンなどでも販売が始まった。
　「もっと良いものを作って、いずれは
日本にも輸出したい」と目を輝かせる女
性たち。バナナから生まれた織物を手
に取ると、そんな彼女たちの優しさが伝
わってくるようだ。
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村の人々が受け継いできた後帯機と呼ばれる織機を
使って丁寧に作業する

織物に生まれ変わったバナナ

ラオス

★ランチョンマットを2人、巾着袋、小物入れを各1人に
プレゼント！→詳細は38ページへ

ホアイフン村

ビエンチャン
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PROFILE
1963年岐阜県出身。山形大学医学部卒業後、
医療分野の国際協力に携わる。2002年にNPO
法人地球のステージを設立。国際協力に取り組
みながら、宮城県名取市に「東北国際クリニッ
ク」を開院。東日本大震災で被災しながらも、翌日
から2カ月間、24時間体制で診療に臨む。現在、
全国各地で「地球のステージ 東日本大震災と国
際協力版」を展開中。写真や映像、歌を交えて被
災地の状況を伝えている。「なんとかしなきゃ！プロ
ジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya. jp/ )では、東日本
大震災の被災地を支援しているプロ
ジェクトメンバーの活動状況について
紹介しています。

　2011年3月11日午後2時46分、私
は埼玉県の長瀞中学校で公演中に
あの大地震に見舞われました。これ
まで20年以上にわたり、開発途上国
で緊急支援に携わってきましたが、
まさか自分たちの活動拠点である宮
城県名取市が被災地のど真ん中に
なるなんて想像もしていませんでし
た。最初は何が起こったか、ただた
だ、目の前で起こっていることを現
実として受け止めるのに必死だった
のを覚えています。
　東北国際クリニックは川の堤防に
守られ、地域の中で唯一、津波の被
害を免れた病院でした。ここで落ち
こんでいる場合じゃない。今、私が
すべきことは、自分のクリニックで
地域の人たちを助けることだと、スタ
ッフと一緒に自身を奮い立たせまし
た。とはいえ、電気も水道も完全に
止まっていたので、最初はヘッドライ
トを使った診察。ようやく4日目に電
気が通った時は、本当にうれしかっ

たです。
　これまで経験したことのない現実
にくじけそうになることもありました
が、そんな時に手を差し伸べてくれ
たのが国際協力を通じて知り合った
仲間たちでした。全国各地から物資
や医薬品が届けられ、名取に来て診
療を手伝ってくれた人もいました。
途上国で試行錯誤した経験がある
人は、ちょっとやそっとの逆境には
負けません。何もないところから“工
夫する力”が、今回の震災では大変
役に立っています。
　津波とは恐ろしいもので、生きる
か死ぬかのどちらか。ひどい外傷の
人は少なかったのですが、みんなの
“心”は確実に深く傷ついていまし
た。特にたくさんの子どもたちが、
家族や友達を失った悲しさを誰にも
話せずに我慢していました。大人に
迷惑をかけてはいけないと思った
んですね。そこで私は心理社会的ケ
アのため、子どもたちの“心”と対話

をしました。今まで途上国で使って
きたアプローチですが、まさか、自
分の街の子どもたちにすることにな
るとは思いませんでした。
　震災から半年以上が過ぎた今、少
しずつ、被災地のことが忘れかけら
れていると感じることがあります。で
も東北には、まさに今、立ち上がろう
としている人がたくさんいます。私た
ちはほんの1パーセントの希望があ
れば、復興に向かって進んでいけ
る。その希望の光が消えないよう、
どうか皆さん、これから生まれるた
くさんの物語に耳を傾けてくださ
い。そして被災地だけでなく、東北
に支援を寄せてくれた途上国にも、
みんなで恩返しをしていきましょう。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

１パーセントの希望を胸に
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